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山手貨物線に現存する代々木駅南側の厩道踏切は旧千駄ヶ
谷村の字厩通にちなむ。南東へ進むのは青山街道。右上の
空白は新宿御苑。1:10,000「四谷」大正10年修正

最近の高架化で踏切が解消された中央線。山中踏切（大字
境字山中）、梶野新田踏切（大字梶野新田）の地名が現役だっ
た頃。1:25,000「吉祥寺」昭和7年要部修正

第67回　踏切と地名の関係

筆者の地元・東京都日野市を走るJR中央線
には「黒川踏切」がある。場所は豊田駅の東側
で、所在地は日野市豊田と東豊田のちょうど
境界なのだが、これが40年以上も前に廃止さ
れた旧小

こ

字
あざ

（上黒川・下黒川）であることを
知って興味を持った。その後ある雑誌に「中央
線全踏切踏破」などと題して三鷹～高尾間（の
いわゆる国電区間）の38か所を全部訪れて記
事を書いたものである。昔の小字が保存され
ているのではないかという期待からだ。今で
は三鷹～立川間が高架化されてこのうち18
か所が消えてしまったので、この時に撮った
全部の踏切写真は今では貴重な記録である。
たとえば三鷹車両センターの西側にある新
道北踏切は武蔵野市大

おお

字
あざ

境
さかい

の旧「字新道北」を
採ったものだし、武蔵境～東小金井間の山中、
西原の両踏切もやはり大字境の旧小字であっ

た。採用される地名は小字ばかりではなく、そ
の次の梶野新田踏切（小金井市）は小金井市の
旧大字で、享保年間（1716～ 36）に開発された
梶野新田に由来する。戦後も「小金井町大字梶
野新田」として存続していたが、市制施行した
昭和33年（1958）に梶野町と改称されて新田地
名としては消えた。新田を地名から外す作業は
東京市が昭和7年（1932）に周辺82町村を大々
的に編入した際に行ったが、戦後に相次いで市
制施行した多摩地区でも踏襲されたのである。
それでも踏切名のおかげで、かつての地名が
細々と現地に伝えられてきた。残念ながら地元
の住民にはあまり意識されていないけれど。
地名は必ずしも正式名称とは限らない。八
王子～西八王子間は2.2キロの駅間に9か所
の踏切がひしめいているが、その中の梅原横
町踏切は江戸期にこの地で活躍した豪商の梅

一般財団法人日本地図センター客員研究員　　今尾　恵介



原氏にちなみ、桜横町踏切は、かつての桜並
木に由来するそうだ。いずれも通称地名だが、
そもそも「正式な小字」は地租改正時に地元の
意向と関係なく勝手に命名されたケースも多
く、そんな場合にはむしろ通称地名の方が地
元に馴染みがあったりする。もちろん現在で
も通用しているかどうかは別であるが……。
その他に多いのが道路の名称である。武蔵

小金井駅のすぐ東側にあった小金井街道踏切
などは朝のラッシュ時の1時間のうち58分ほ
ど閉まっている「開かずの踏切」として有名
だった。地元では朝の時間帯は「あそこに道路
は存在しない」と認識されており、むしろクル
マがほとんど待っていないのが印象的だった
が、事情を知らないクルマが紛れ込むとお気
の毒だった。それはともかく小金井街道のよ
うに現役で使われている名称だけではなく、
たとえば八王子の件の踏切集中箇所にある国
道16号の踏切など「相模街道踏切」と、今では
誰も使いそうにない名称である。4車線の
堂々たる2ケタ国道が天下の中央線と平面交
差しているのはある意味「奇観」で、立体化は
必須であろうとは思うが、この貴重な記念碑
的踏切名がなくなってしまうのは惜しい。
当時取材していてどうにも不明だったの

が、武蔵境駅のすぐ東側の五
ご

宿
しゅく

踏切である。
周辺の小字には見当たらず、いろいろと調べ
てみたら「布

ふ

田
だ

五宿」に由来するらしいことに
気がついた。これは甲州街道の国

こく

領
りょう

・下
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布
ふ
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・上
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布田・下石原・上石原の5つの宿場町
を指すが、いずれも規模が小さいために毎月
6日ずつ宿場の仕事を分担する取り決めがあ
り、五宿合わせて1つの宿場の役割を果たし
ていた。その五宿に至る道（五宿道とでも呼ん
だのか）に設置された踏切という意味なのだ

ろう。今の武蔵境通りである。
山手線の電車が通る唯一の踏切といえば知

る人ぞ知る存在だが、希少価値ゆえに最近で
は有名になってきた。駒込～田端間の中里第二
踏切であるが、ここは踏切の南側が跨

こ

線
せん

橋
きょう

に
なっていて、下を山手貨物線（湘南新宿ライン
が使用）が通ることなどで立体化が難しいため
当分は存続しそうだ。その山手貨物線には目黒
～代々木間に踏切が3か所存在する。目黒～恵
比寿間の長

ちょう

者
じゃ

丸
まる

踏切、代々木駅の東口改札す
ぐ脇の厩

うまや

道
みち

踏切と、少し南へ行った青山街道
踏切で、このうち長者丸はかつての町名・上大
崎長者丸で、昭和42年（1967）に住居表示に
伴って上大崎二丁目となった。この長者丸は白
金長者にちなむ伝説などもあり、また古くから
お屋敷街として知られていたので、今や隠れた
ブランド地名となっている。このため「パレロ
ワイヤル長者丸」「ミュゼ白金長者丸」といった
具合に、いわゆる億ションの名称に愛用され、
近年その数を増している。ちなみに代々木駅前
の厩道は旧千駄ヶ谷村の小字（厩通）。
このように踏切名は旧地名や旧街道名が採
用されることが多い。それらが廃止されて半
世紀経っても残っているものが珍しくない
が、なぜそんなことになるのか。そもそも踏
切は一般に邪魔な存在と受け止められる一方
で、その名称にはあまり注目されない。施設
を管理する鉄道会社も、地名が変更される度
に踏切名を経費をかけて改めるなど無駄、と
いう意識が働くのだろう。そんなわけで消え
た地名や道路名の記念碑的な役割は、踏切の
存在する限り続きそうだ。ただし私鉄の踏切
は一部の会社を除いて「品川第1踏切」のよう
に単純なナンバリングなので、残念ながら記
念碑の役割を果たしていない。

今尾恵介（いまお・けいすけ）
1959年横浜市生まれ。小中学時代より地形図と時刻表を愛好、現在に至る。明治大学文学部ドイツ文学専攻中退後、音楽出版社勤務を
経て1991年よりフリーライターとして地図・地名・鉄道の分野で執筆活動を開始。著書に『地図の遊び方』（けやき出版）、『住所と地名の
大研究』（新潮選書）、『地名の社会学』（角川選書）、など多数。2008～09年には『日本鉄道旅行地図帳』（新潮社）を監修、2009年に
はこれに対して日本地図学会より平成20年度作品賞を受賞。現在（一財）日本地図センター客員研究員、日本地図学会評議員
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事務所運営に必要な知識
―時代にあった資格者であるために―

第63回　 個人情報保護法への対応
群馬土地家屋調査士会　　堀越　義幸

事務所運営に必要な知識
―時代にあった資格者であるために―

1．個人情報保護法とは

高度情報通信社会を迎え、個人情報保護法制の整
備は国際的な潮流となってきました。情報ネット
ワークを用いた情報の流通は国境を容易に越えるこ
とができます。日本でも国際基準にあったルールが
必要となります。
日本では平成15年に個人情報保護法が制定され、
その後の時代の変化に対応するため何回か改正がな
され、平成27年9月には現在の改正法が公布され、
平成29年5月30日から全面施行されました。
個人情報保護法制は主に3つの法律で構成されて
います。国の機関を対象とする「行政機関個人情報
保護法」、独立行政法人等を対象とする「独立行政法
人等個人情報保護法」と一般法である「個人情報保護
法」となります。なお、地方公共団体については、
各自治体で制定している「個人情報保護条例」による
ことになります。
土地家屋調査士の場合、官公署からの委託で業務
を行う場合もありますので、これら官公署を対象と
した法律等にも留意する必要があります。
個人情報保護法は、官民双方に適用される「基本

法」部分（1章から3章）と、民間部門を対象とする「一
般法」部分（4章から7章）に大別することができます。
興味深いのは、この法律の目的は「個人情報その
もの」を保護することではなく、「個人情報の有用性
に配慮しつつ、個人の権利利益を保護する」とされ
ている点です。そのため個人情報の有用性を生かす
ための法改正もなされています。
ところで、この法律は、事業者が個人情報を取り
扱う際に守るべき適正なルールを定めたものであ
り、個人情報漏えいの被害者が加害者に損害賠償請
求をするための法律ではありません。なお個人情報
保護法はプライバシー権とも深い関係があります。
両者は別箇独立の法制度となっていますが、重な

第63回　個人情報保護法への対応
群馬土地家屋調査士会　　堀越　義幸

る部分もあります。したがって「事故」が起きてしまっ
た場合には、プライバシー権侵害を理由に本人に対
する損害賠償責任を負う一方、個人情報保護委員会
から行政処分を受けるということも考えられます。
「個人情報の有用性に配慮する」という点について
は、今回の改正では「ビッグデータ」時代へ対応する
ため、「匿名加工情報取扱事業者等の義務」等が新設
されています。また関連する法律として、官民デー
タ利活用推進法が平成28年に制定・施行されてい
ます。ICT時代を迎え、今後ますます多方面での利
活用が想定されています。
今回の法改正で注意しなければならないのは、「す
べての事業者」が、この法律の適用を受けることに
なったという点です。
改正前では5,000人以下の個人情報しか有しない
中小企業・小規模事業者は適用対象外とされていま
したが、改正法では取り扱う個人情報の数にかかわ
らず、法の対象となります。
ただし、平成16年の「法務省が所管する事業を行
う事業者等が取り扱う個人情報の保護に関するガイ
ドライン」では、5,000人以下の個人情報保持者も対
象とされていました。

個人情報保護委員会事務局作成「個人情報保護法の基本」から引用
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この個人情報保護法の事業者には、法人に限らず、
個人事業主や自治会・同窓会などの非営利組織も含
まれます。小規模事業者への配慮としては「安全管
理措置」などで特例的な対応が示されています。
個人情報保護法に関する資料は個人情報保護委員
会のサイトなどから入手することができます。
https://www.ppc.go.jp/personalinfo/
以下、同委員会が公開している「個人情報保護法
ハンドブック」に従い、解説したいと思います。
https://www.ppc.go.jp/files/pdf/kojinjouhou_handbook.pdf

2．用語の理解

○「個人情報」、「個人識別符号」

個人情報保護法でいう「個人情報」とは、生存する
個人に関する情報であって、氏名や生年月日等によ
り特定の個人を識別することができるものをいいま
す。したがって、名刺1枚であっても「個人情報」に
該当します。改正法では、個人情報の定義の明確化
がなされ、身体的特徴等も対象となるとされ、「個
人識別符号」という定義が新設されました。
その結果、生体情報を変換した符号（DNA、顔、
虹彩、声紋、指紋など）や、パスポート番号、免許
証番号、保険証番号、住民票コードそしてマイナン
バーも個人識別符号に該当し、これらの情報単体で
も個人情報となります。特にマイナンバーについて
は「特定個人情報」として厳格な取扱いがなされ、漏
えいした場合には所属会や個人情報保護委員会への
報告が必要となります。
また、「要配慮個人情報（本人の人種、信条、病歴
など本人に対する不当な差別又は偏見が生じる可能
性のある個人情報）」の取得については、原則として
本人の同意を得ることが義務化されています。

○「個人データ」、「個人情報データベース」、「保
有個人データ」

個人情報をデータベース化し、検索可能な状態に
したものを「個人情報データベース等」といいます。
データベース化とは、パソコンなどを利用しなくても、
50音順インデックス付名刺ホルダーで名刺を整理す
る場合なども含まれます。そして「個人情報データベー
ス等」を構成する情報が「個人データ」となります。
「個人データ」のうち、事業者に修正、削除等の権
限があるもので、6か月以上保有するものを「保有

個人データ」といいます。
個人情報取扱事業者は、本人から「保有個人デー
タ」の開示請求を受けたときは、本人に対し、原則
として当該保有個人データを開示しなければならな
いとされています。
なお、利用方法から見て個人の権利利益を害する
おそれが少ないものとして政令で定めるものは、個
人情報データベースから除外されました。具体的に
は、適法に発行された市販の電話帳、住宅地図、職
員録、カーナビなどです。

3．民間事業者が守るべきルール

個人情報保護法では、①個人情報の取得・利用、
②個人データの安全管理措置、③個人データの第三
者提供、④保有個人データの開示請求の4つの基本
ルールを規定しています。
例えば、登記情報は公開されているので、取得の
際には本人同意は必要でないでしょうが、それ以外
の側面では別途検討が必要となります。さらに、提
供された登記情報が官公署から提供されたものであ
る場合、「行政機関個人情報保護法」の適用を受ける
ことになります。
地図（公図）等に所有者名などを記入したものを隣
接土地所有者などの第三者に提供する場合には注意
が必要です。土地所有者は登記申請の時点で、第三
者の閲覧・謄写を同意しているという解釈も成り立
つと思われますが、情報を加工した時点でその性質
が変わっているともいえます。最終的には、個人情
報の保護とその有用性のバランスの判断となります
が、苦慮するところです。

①個人情報の取得・利用

個人情報取扱事業者は、個人情報を取り扱うに当
たって、利用目的をできる限り特定しなければなら
ないとされています（個人情報保護法第15条第1項）。
また、特定した利用目的は、あらかじめ公表して
おくか、個人情報を取得する際に本人に通知する必
要があります。
個人情報を書面で取得する場合は、利用目的を本
人に明示する必要があります（個人情報保護法第18
条第2項）。なお、取得の状況から見て利用目的が
明らかである場合は、通知・公表する必要はありま
せん（個人情報保護法第18条第4項第4号）。
例えば、登記申請の委任状や立会証明書などに氏名・
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住所等を記載してもらう場合は、利用目的が明らかな
ため、取得の際の通知・公表の必要はないでしょう。
取得した個人情報は、特定した利用目的の範囲内

で利用する必要があります。特定した利用範囲以外
のことに利用する場合は、あらかじめ本人の同意を得
なければなりません（個人情報保護法第16条第1項）。
個人データは、利用目的の達成に必要な範囲内に
おいて、正確かつ最新の内容に保つとともに、利用
する必要がなくなったときは、当該データを遅滞な
く消去するように努めなければならないとされてい
ます（個人情報保護法第19条）。

②個人データの安全管理措置

個人情報取扱事業者は、個人データの安全管理の
ために必要かつ適切な措置を講じなければならない
とされています（個人情報保護法第20条）。
安全管理措置としては、組織的安全管理措置、人
的安全管理措置、物理的安全管理措置、技術的安全
管理措置などが例示されています。なお、小規模事
業者への配慮として特例が設けられています。取り
扱う個人情報の性質や量等によりますが、下記のよ
うな手法が考えられます。
・個人情報の取扱いの基本的なルールを決める。
・従事者を教育する。
・紙で管理している場合は、鍵のかかる引き出し
に保管する。

・パソコン等で管理している場合は、ファイルに
パスワードを設定する。

・パソコンにセキュリティ対策ソフトウェアを導
入する。

③個人データの第三者提供

個人情報取扱事業者は、個人データを第三者に提
供する場合、原則としてあらかじめ本人の同意を得
なければなりません（個人情報保護法第23条第1項）。
また、第三者に個人データを提供した場合、第三者
から個人データの提供を受けた場合は、一定事項を記
録する必要があります（個人情報保護法第25条、26条）。
記録の保存期間は原則3年となります。ただし、
以下のような場合は例外的に、第三者提供の本人の
同意は不要になります。
・法令に基づく場合（例：警察、裁判所、税務署
等からの照会）

・人の生命・身体・財産の保護に必要（本人同意
取得が困難）

（例：災害時の被災者情報の家族・自治体等へ
の提供）
・公衆衛生・児童の健全育成に必要（本人同意取
得が困難）
（例：児童生徒の不登校や、児童虐待のおそれ
のある情報を関係機関で共有）
・国の機関等の法令の定める事務への協力
（例：国や地方公共団体の統計調査等への回答）
・委託、事業承継、共同利用
参考までに付け加えると、記録義務に関する個人
情報保護委員会規則では、「本規定は名簿屋対策が
目的のため、一般的なビジネスの実態に配慮して次
のとおり整理する。」と例示されています。
さらに、ガイドラインでは、一般的なビジネスの
実態に配慮して、次のようなケースでは確認・記録
義務がかからないとされています。
・本人による提供と整理できるケース
（例:SNS上の個人のプロフィール）
・本人に代わって提供と整理できるケース
（例：銀行振込）
・本人側への提供と整理できるケース
（例：同席している家族への提供）
・「個人データ」に該当しないと整理できるケース
（例:名刺1枚のコピー）	 等
したがって、本人との委任契約に基づく場合など
は、記録は契約書等代替が可能となります。
境界確定書や立会証明書などの様式が複数名記入
できる形式の場合、署名・捺印した以上、文書が他
人の目に触れることを承諾しているものと考えるこ
ともできます。この場合でも「この文書の写しを利
害関係人等第三者に提供することがある」旨を明示
しておくのが望ましいでしょう。
ここで「オプトアウト」の手続にも触れてみたいと
思います。
「オプトアウト」とは本人の求めに応じて当該本人
が識別される個人データの第三者への提供を停止す
る場合、本人の同意を得ることなく第三者に個人
データを提供することができる制度です（個人情報
保護法第23条第2項）。これに対して事前同意制は
「オプトイン」と呼ばれます。
具体的には高校の卒業名簿などで、「今後の掲載
停止希望される場合は、ご連絡ください。」などと定
め、あらかじめ本人に通知するか、本人が容易に知
り得る状態におくとともに、委員会に届け出た上で
第三者提供するような場合を指します。



6 土地家屋調査士　2017.10月号　No.729

最後に、外国にある第三者に個人データを提供す
る場合についてですが、次の①～③のいずれかを満
たす必要があります（個人情報保護法第24条）ので、
注意が必要です。
①外国にある第三者に提供することについて、本
人の同意を得る。

②外国にある第三者が、適切な体制を整備してい
る。

③外国にある第三者が、個人情報保護委員会が認
めた国に所在している。

④保有個人データの開示請求

個人情報取扱事業者は、本人から保有個人データ
の開示請求を受けたときは、本人に対し、原則とし
て当該保有個人データを開示しなければならないと
されています（個人情報保護法第28条）。
また、個人情報の取扱いに関する苦情等には、適
切・迅速に対応するよう努めることが必要です（個
人情報保護法第35条）。
さらに、以下の①～⑤について、「本人が知り得る状
態」に置く必要があります。その方法は、HPでの公表、
事業所での掲示等となります。なお、掲示等を行わな
くても、以下の事項に関する問合せに対して遅滞なく
答えられるようにしておくことでもよいとされています。
①事業者の名称、②利用目的、③請求手続、④苦
情申出先、⑤加入している認定個人情報保護団体
の名称・苦情申出先
※	⑤は認定個人情報保護団体に加入している場合のみ

なお、「個人情報保護を推進する上での考え方や方
針（いわゆる、プライバシーポリシー、プライバシース
テートメント等）」を策定し、それをホームページへの掲
載又は事務所の見やすい場所への掲示等により公表
し、あらかじめ、対外的に分かりやすく説明することや、
委託の有無、委託する事務の内容を明らかにする等、
委託処理の透明化を進めることも重要とされています。

4．匿名加工情報

いわゆるビッグデータ対応として、今回の法改正
で新設された内容です。
匿名加工情報とは、個人情報を本人が特定できな
いように加工をしたもので、当該個人情報を復元で
きないようにした情報をいいます。
個人情報の取扱いよりも緩やかな規律の下、自由

な流通・利活用を促進することを目的に、個人情報
保護法の改正により新たに導入されました。
匿名加工情報の作成方法の基準は、個人情報保護
委員会規則で定められています。これを最低限の規
律とし、民間事業者の自主的なルールの策定が期待
されています。
匿名加工情報は、携帯電話会社や鉄道機関などが
顧客の移動内容を分析し、サービス改善に役立てた
り、災害対応を検討したりするのに非常に有益と期
待されています。

5．国の監督、罰則

今回の法改正で、主務大臣が有している監督権限
は個人情報保護委員会に一元化されました。

○国の監督

国は事業者に対して、必要に応じて報告を求めた
り立入検査を行ったりすることができるとされてい
ます。また、実態に応じて、指導・助言、勧告・命
令を行うこともできます。
具体的には平成25年の法改正で平成28年1月1
日に内閣府に新設された「個人情報保護委員会」がこ
の役割を担うことになります。

○罰則

・国からの命令に違反した場合
⇒6か月以下の懲役又は30万円以下の罰金
・虚偽の報告等をした場合
⇒30万円以下の罰金
・従業員等が不正な利益を図る目的で個人情報デー
タベース等を提供、又は盗用した場合（個人情報
データベース等不正提供罪）
⇒1年以下の懲役又は50万円以下の罰金

個人情報保護委員会事務局作成「個人情報保護法の基本」より引用
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専務理事・常任理事就任の挨拶

理事・監事就任の挨拶

総務部次長　　小
こ

嶋
じま

　眞
しん

介
すけ

中部ブロック協議会愛知会所属の小嶋です。前期に引き続き総務部を担当させて
いただきます。
何か気のきいた挨拶をと思いましたが、まったく思い浮かびませんでした。身長

169 cm、体重70 kgくらい、少々殴られても、蹴られても大丈夫です。丈夫で長持ち
だけでは現代は通用すると思いませんが、土地家屋調査士制度の発展に寄与してまい
りたいと思います。また、私の所属する愛知会では、今年度の総会において、連合会でお世話になりまし
た伊藤直樹元常任理事（愛知会元副会長）が会長に選任されました。早速、新幹線のように超特急で疾走
しております。地元単位会の会長と連合会の橋渡しをするのも、私の重要な役割であると考えております。
どうかこの2年間もよろしくお願い致します。

財務部次長　　徳
とく

永
なが

　哲
てつ

この度、財務担当理事を拝命しました。地図整備事業、空家等特別措置法に関す
る事業、各自治体との災害協定事業、そして裁判外紛争解決に関する事業等、必ず
しも直接個人の業務につながるとは限らない事業の推進、検討等が求められている
と存じます。国民の利益のために働き、さらに、国民から必要とされる士業団体と
なることを目標として、忘己利他の精神を忘れずに邁進する所存です。よろしくお
願い申し上げます。

業務部次長　　清
きよ

野
の

　松
まつ

男
お

この度、関東ブロック協議会から推薦をいただき、連合会理事として今期は業務
部次長を拝命いたしました。
私達の業務には、「信用」というものが不可欠というところに異論はないかと思い

ます。では、「信用」とは何でしょう。「信用」とは、「権威性」です。「権威性」とは、
やはり「人間力」によるところが大きいと考えられます。「デジタル」「グローバル」「AI」
と世の中は動いているからこそ、「アナログ」「ローカル」「人間力」をも忘れずに研ぎ直すべきでしょう。
私達の業務について、2年間考え努めさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。

研修部次長　　藤
ふじ

本
もと

　睦
むつむ

中国ブロック協議会の推薦を昨期同様頂き、研修部次長を拝命いたしました広島
会の藤本です。引き続き研修部に携わることができ、気持ち的には楽かもしれませ
んが、逆に色々な課題や問題に対して一つずつ結果を出していかなければいけない
期と考えており、更に身を引き締めてがんばりたいと思います。研修部においては、
特に新人研修についての方向性が重要な課題だと考えております。研修部と担当事
務局職員一丸となって一生懸命取り組んでいきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。
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研修部次長　　山
やま

﨑
ざき

　勇
ゆう

二
じ

前期に引き続き、中部ブロックから理事として就任しました、福井会の山﨑です。
今期も研修部に配属となり、研修部次長を拝命しました。
土地家屋調査士にとって有意義な研修体系の構築に向け、やるべき課題は山積し

ておりますが、一歩ずつでも前進できるよう、取り組んでまいりたいと思っており
ます。今期二年間よろしくお願いいたします。

広報部次長　　山
やま

口
ぐち

　賢
けん

一
いち

九州ブロック長崎会所属の山口賢一です。二期目も前期同様、広報部を担当させてい
ただきます。次長・会報編集長として、戸倉副会長のお力をお借りしながら、東理事と
共に金関部長を支えてまいりたいと思います。2年間、どうぞよろしくお願いいたします。
前期までの経験を踏まえ「連合会だからこそできる広報」、また昨今の社会情勢の

急速な変化に対応できるよう、多様な視点と考え方で「効率的・効果的・タイムリー
な広報」を常に心掛けていきたいと考えております。
広報は全国50の土地家屋調査士会との連携、そして会員の皆様のご協力が不可欠です。是非、魅力

ある土地家屋調査士制度発展のため、ご助言・ご協力のほどお願いいたします。

社会事業部次長　　山
やま

田
だ

　一
かず

博
ひろ

この度、社会事業部の次長を拝命致しました山田一博（京都会所属）でございます。
今年度は、空き家等の社会問題を解決するため土地家屋調査士の知見の活用を願

い、さらに志高く制度の充実と発展のため、微力ではありますが邁進していこうと
考えております。
私は岡田連合会新会長より指名推薦を受け、特に社会事業部次長という重要な役

割を承る好機を頂きました。新しい観点・異なった次元から発想し新しい社会事業部体制に尽力して、
今までにない役員として様々な取組に挑戦したいと考えております。
特に空き家等問題につきましては、連合会として、単位会として、土地家屋調査士として何ができる

のかを明確にして、空き家等に関する各単位会の担当役員さんより地域の特質や空き家等問題の類型化
を意識して、情報の発信・交換ができるように取り組んでまいります。
皆様のご協力がなければできません。今年度より2年間、よろしくお願いを致します。
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研究所次長　　林
はやし

　亜
つぐ

夫
お

2年間外部理事に就任しておりましたが、今回研究所次長を拝命することになり
ました。前職として大学の不動産学関係の教育と研究に従事してきたのですが、土
地家屋調査士の方々の実務専門組織の一員として研究に従事することになりまし
た。今までの学術的研究のスタンスを乗り越え、より実用的、現実的な研究の遂行
に精神的プレッシャーを感じますが、同時に大きな期待を抱いています。
小生は技術と社会（制度・人間）の調和（協調）を作り出す様々なスキームが、今後重要になると思って

います。土地家屋調査士の方々を取り巻く社会環境は急激に変化しており、これらにどのように対応し
ていくべきか考えたいと思います。
よろしく、ご指導ご鞭撻お願いいたします。

総務部理事　　大
おお

竹
たけ

　正
まさ

晃
あき

この度、関東ブロック協議会の推薦により連合会総務部理事を拝命いたしました、
神奈川会の大竹正晃です。
総務部の対応には、正確さとスピードが重要であると考えます。とはいえ、私は

皆さんと同じ土地家屋調査士であり、どこまで出来るのかは分かりませんが、会員
あるいは国民の期待に応えられるよう精一杯尽力していく所存です。将来は、様々
な制度・運用の変化も考えられます。全国の皆さんと一緒に頑張りたいと思いますので、よろしくお願
い申し上げます。

業務部理事　　日
ひ

野
の

　智
とも

幸
ゆき

この度、九州ブロック協議会から推薦をいただき、業務部理事を拝命しました福
岡会の日野です。今期の業務部の事業計画にある、「調査・測量実施要領の改訂」や「筆
界特定制度と土地家屋調査士会ADRの連携」などについては、会員の皆様の日常業
務に密接に関係しています。そのため会員の皆様に対し、適切かつ迅速に情報を発
信していけたらと考えております。
連合会役員として最善を尽くしたいと考えておりますので、各ブロック協議会、各土地家屋調査士会、

各会員の皆様のご支援・ご協力を何とぞよろしくお願い申し上げます。

業務部理事　　高
たか

橋
はし

　一
かず

秀
ひで

この度、業務部理事を拝命いたしました、東北ブロック宮城会の高橋一秀です。
会員皆様の日常業務に直結する部署の担当となり、重責に身が引き締まる思いです。
役員の中では年齢も若く経験も浅い身ですが、被災地宮城での経験を活かしつつ、
新任理事としての新鮮な感覚を忘れずに、また「国民から必要とされる資格者とは
何か」を考えながら、課題に取り組んでいきたいと考えています。
震災の際に全国の皆様から頂戴いたしましたご支援に感謝し、ご恩を返すつもりで、任期を務めてま

いりますので、皆様、何とぞよろしくお願い申し上げます。
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業務部理事　　浅
あさ

野
の

　裕
ひろ

士
し

今期から北海道ブロック協議会の推薦をいただき、連合会理事として業務部に配
属されました札幌会の浅野裕士と申します。
札幌会でも業務部理事として会務運営に携わらせていただいておりますが、連合

会の業務部が担うものの重要性を改めて痛感しております。
調査・測量実施要領、不動産登記規則第93条調査報告書、筆界特定制度、認定

登記基準点、いずれも各委員会との連携をとり、2年間務めさせていただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

研修部理事　　松
まつ

本
もと

　嘉
よし

明
あき

関東ブロック協議会の推薦を頂き、研修部配属の理事を務めさせていただきます
埼玉会所属の松本嘉明と申します。会長の事業方針に従い、市民の皆さまの土地家
屋調査士制度の理解と認知向上に努め、足並みを揃えて運営していき、役員間での
支障を来たすことのないよう心掛けます。
会員数の減少に伴い、受験者数を増加させることも重要ですが、新人研修、特別

研修の体系を、効率の良い方向に転換しなければならない課題に取り組む所存でありますので、皆様、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

広報部理事　　東
あずま

　良
よし

憲
のり

大仏と鹿の国、奈良会所属の東良憲と申します。この度、近畿ブロックから推薦
をいただき、連合会の理事を拝命いたしました。土地家屋調査士を開業してから
13年目、年齢も42歳になりますが、新たなる挑戦ができることの嬉しさと責任の
重さを感じております。連合会の理事としての活動は、まだ1か月あまりではあり
ますが、自分の知識の不十分さ、不勉強さが身に染み入っております。自分が勉強
させてもらうような甘い気持ちではいけないとは思いつつ、知ったかぶりをすることなく、「無知の知」
を自分自身のテーマとして、土地家屋調査士制度に貢献できるように粉骨砕身して参りますので、皆様
よろしくお願いいたします。

社会事業部理事　　北
きた

村
むら

　秀
ひで

実
み

近畿ブロック滋賀会所属の北村秀実と申します。日頃「中途半端な取組が一番タ
チが悪い。」と自分に言い聞かせています。
連合会役員として何をしなければならないのかを常に考え、自らを戒め、今まで

の連合会委員の経験を活かし、引き続き好奇心と疑問心を持ちながら全力で事業に
取り組みたいと思います。
皆様の応援、ご指導をよろしくお願い申し上げます。
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社会事業部理事　　丸
まる

山
やま

　晴
はる

広
ひろ

この度、関東ブロック協議会からの推薦を受け、連合会総会において理事に選任
いただきました、東京会所属の丸山晴広です。今般、社会事業部の担当理事を拝命
いたしました。
社会事業部では、公共嘱託登記対応、地図作成、土地家屋調査士会ADRセンター、

空き家問題対策等多岐にわたる事業計画があり、それぞれを注意深く考察し、遂行
したいと思います。
また、現在、東京会の理事も兼務しており、単位会では地元の土地家屋調査士に目を向け、連合会で

は全国の土地家屋調査士へ目を向けることという立場を考えつつ、連合会の会務を努めさせていただき
たく思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

研究所理事　　今
いま

瀬
せ

　勉
つとむ

中部ブロックから理事として就任いたしました岐阜会の今瀬です。
三期の研究員を経て、今年度より理事として研究所を担当させていただくことに

なりました。今までの研究員としての経験を生かし、努めてまいりますので、よろ
しくお願いいたします。
研究所には日常業務とかけ離れたイメージを抱くこともあるかもしれませんが、

ただ単に先進的な面のみに着目するだけではなく、土地家屋調査士として社会に役立つ研究でなければ
ならないと考えています。そこで、既に全国には先進的かつ地道に取り組まれ、成果を上げておられる
方も多数おられます。そういった方々ともネットワークを拡げて全体につないでいきたいと思っていま
すので、何とぞ、よろしくお願いいたします。

監事　　加
か

藤
とう

　幸
ゆき

男
お

第73回定時総会におきまして、近畿ブロック協議会より推薦頂き監事に就任い
たしました、大阪会の加藤幸男です。	
監事という職責は、日調連会則に定められた事項等につき公平、公正にその職務

を全うさせていただく所存ではありますが、制度の充実と発展に向け大局的なる観
点から執行部をサポートし、助言をさせていただきたく存じます。	
国民の皆さまのためにある表示登記制度と土地家屋調査士制度を守り発展させるのは、日調連の執行

部のみならず、私たち土地家屋調査士一人一人の責任と使命であると思います。人任せにせずお互いの
立場にて努力いたしたく思いますので、よろしくお願いいたします。
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監事　　針
はり

本
もと

　久
ひさ

則
のり

この度、第74回の定時総会において監事に選任されました九州ブロック協議会
推薦の長崎会所属の針本です。
今年の5月までは、単位会の会長として事業を執行する側で監査される立場でし

たが、今年から2年間連合会の監事としての役割をすることになりました。
監事とは、「総会で承認された事業計画に基づき、事業が適正に執行されているか、

また、それに伴う予算が適正に執行されているかを監視する立場である。」と思います。
私は、ただ事業の執行状況や予算の執行がどうかだけを監視するのではなく、岡田会長はじめ執行部

の皆様が、今後の土地家屋調査士制度のために、維持・発展していく事業展開について、一緒に共有・
共感していきたいと思います。
今後とも、ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

監事　　新
しん

村
むら

　実
みのる

この度、日本土地家屋調査士会連合会監事として就任させていただくことになり
ました公認会計士の新村実です。初めての外部監事となります。土地家屋調査士と
公認会計士とでは当然業務内容は異なりますが、私の公認会計士としての経験が、
少しでも皆様のお役に立つことがあれば幸いです。長い歴史を持つ日本土地家屋調
査士会連合会の業務運営に外部監事として、第三者の視点から適切な意見が発信で
きるように頑張りたいと思います。ご指導ご鞭撻よろしくお願いいたします。
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第 8回全国一斉不動産表示登記無料相談会開催報告

第8回全国一斉不動産表示登記無料相談会
開 催 報 告

全国一斉不動産表示登記無料相談会は、平成22年度に土地家屋調査士制度制定60周年・表示登記制度創
設50年の記念事業を契機として、各土地家屋調査士会主催により開催されました。平成23年度に「土地家
屋調査士の日」が制定されたことを受け、平成25年度からは「土地家屋調査士の日」の7月31日を中心に実
施されております。
「土地家屋調査士の日」制定の趣旨は、土地家屋調査士制度が誕生した土地家屋調査士法制定公布（昭和25
年）の日である7月31日を記念日とすることにより、土地家屋調査士会員の各々がその社会的使命を再認識
するとともに、市民の皆様に制度の役割をPRする機会とするためのものです。
日本土地家屋調査士会連合会では同相談会を毎年継続して全国一斉に開催することにより、登記相談はも
とより、「空き家」、「所有者不明の土地」といった社会的問題への対応をはじめ、筆界特定制度と土地家屋調
査士会ADRの連携や登記所備付地図整備の促進等、不動産表示登記制度の有用性について、広く市民に周
知を図ることができると考えております。

日本土地家屋調査士会連合会　広報部

関東ブロック協議会

全国一斉不動産表示登記無料相
談会（以下「無料相談会」という。）
が「土地家屋調査士の日」の7月31
日を中心に全国各地で開催されま
した。関東ブロック協議会では
11会ある中から長野会の取材を
してまいりました。
昨年まで長野会では、従来の会
場を設置しての相談会ではなく、
各会員の事務所を相談会場として

平日14日間で相談を受け付ける
という形式で行い、相談があった
場合は相談票に記入の上、本会へ
報告する方式をとっていました。
これは、相談会場の経費負担の軽
減や、相談会場が会員の事務所数
だけ設けられる等のメリットを期
待したものです。しかし、会員数
に比べ、相談の報告数が年々減っ
てきていたため、今年は従来の会
場設置型の相談会へ戻すことにし
ました。
長野会の相談会場は支部ごと県
内10か所で、7月31日を中心に
計画を立てましたが、平日という
こともあり、長野支部以外は前日
の土日に行いました。事前広報と
しては、ホームページへの掲載、

会場ごとでの地元紙への掲載、無
料相談会のポスターを会員に配布
し、事務所への掲示を行って宣伝
をしました。
私は長野支部の相談会に伺いま

した。相談会場は土地家屋調査士
会館の2階を会場としました。午
後1時半から4時までの相談時間
で行われましたが、相談件数は2
件のみでした。長野支部の会員の
方にお話しを聞いたところ、「長
野支部は2か月に1回調査士会館
にて相談会を行っているため全国
一斉の無料相談会に合わせて相談
に来る方も少ないのではないか」
との話でした。私の所属している
上田支部でも他士業と合同で毎月
無料相談会を行っていますが、当
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無料相談会での相談件数は6件で
した。他会の無料相談会の様子を
見ると、相談会場を駅やショッピ
ングセンター等の利用や、事前広
報にTVCMを放送したり等の工夫
が見られました。この無料相談会
は土地家屋調査士をアピールする
場でもあるため、相談会の方法を、
他の視点から検討していくことも
大事ではないかと感じました。

広報員　久保智則（長野会）

近畿ブロック協議会

7月30日（日）、京都会で行われ
た全国一斉不動産表示登記無料相
談会（以下「無料相談会」という。）
を取材させていただきました。昨
年度から全10支部において無料
相談会を開催しており、今年度も
同様に開催されました。

1．事前広報
新聞告知を京都新聞・朝日新聞・
毎日新聞の各誌で各1回の掲載。
FM京都ラジオでの60秒のパブリ
シティを3回、7月13日の定期ラ
ジオ出演において告知が行われま
した。新しい試みとして、京都土
地家屋調査士会広報部名義のフェ
イスブックページを作成し、開催
の告知が行われました。また、各
会場地の自治体に対し、後援依頼
を行い、依頼を行った全自治体か
ら後援承諾を得られました。
各支部独自に広報活動（町内放
送、自治体広報誌での告知、チラ
シの新聞折り込み、チラシ・うちわ
の街頭配布、官公署にポスター掲
示・チラシ設置等）が行われました。

2．近畿ブロック協議会（以下「近
ブロ会」という）の各会の無料相談
会の開催日時及び開催場所につい

ては、下記のとおりです。
・大阪会：7月31日（月）10時か
ら16時　大阪土地家屋調査士
会館
・京都会：7月30日（日）10時か
ら16時
1）	 ウイングス京都（法務局職
員1名派遣有り）

2）	 京都市文化会館（法務局職
員1名派遣有り）

3）	 ウッディー京北
4）	 京都市醍醐交流会館
5）	 長岡京市中央生涯学習セン
ター

6）	 木津川交流会館
7）	 舞鶴市中総合会館
8）	 市民交流プラザふくちやま
9）	 知遊館
10）	ガレリア亀岡

・兵庫会：7月30日（日）10時か
ら17時　兵庫県土地家屋調査
士会館
（電話相談有り）
・奈良会：7月30日（日）10時か
ら17時　奈良県土地家屋調査
士会館
・滋賀会：7月31日（月）10時か
ら17時　イオンモール草津
・和歌山会：7月29日（土）10時
から15時　和歌山県土地家屋
調査士会館

3．相談件数
京都会：39件（昨年度33件）

4．取材者感想
京都会では、昨年度から全10
支部において無料相談会を開催し
ており、今年度も全10支部で開
催されました。昨年度は、相談者
が0組の会場もありましたが、今
年度は全10支部の会場で相談が
あったとのことです。昨年度の総
括及び反省点が今年度に生かされ
ていることを実感しました。相談

者にはアンケートが実施され、事
前広報については、新聞広告及び
チラシを見て相談に来られた方が
大半を占めています。その他の事
前広報も効果が有り、多方面によ
る広報が必要と感じました。相談
内容については、土地境界に関す
る相談が最も多く、相続に関連す
る相談が多数ありました。相談の
中には、土地家屋調査士業務以外
の相談も多くあり、まだまだ土地
家屋調査士の存在及び業務が一般
者には浸透していないので、継続
してこの無料相談会を開催し、土
地家屋調査士を知ってもらう活動
の必要性を強く感じました。

広報員　上茶谷拓平（京都会）

中部ブロック協議会

全国一斉不動産表示登記無料相
談会（以下「無料相談会」という。）
は、第3回からは土地家屋調査士
の日の啓発活動の一つとして7月
に開催している。役員改選年度に
おいては、新役員体制後すぐの実
施となり、多くの単位会がご苦労
されているところである。取材し
た福井会、富山会の広報部は、前
役員と新役員がそれぞれの時点で
行い得る広報担当としての働きを
して事業を進めていた。無料相談
会を毎年同じ時期に継続して開催
することは、一般市民への制度の
有用性の周知はもちろん、開催す
る土地家屋調査士会側においても、
有意義であることを改めて感じた。

【福井会】
福井駅に降り立ち、まず目を引

くのが巨大な恐竜のモニュメント。
実物大のモニュメント3体は動く
上に鳴き声まで出すのだから驚
く。3体とも学名には「フクイ」の
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文字が頭に付く、さすが恐竜王国
と呼ばれる福井だ。駅舎の壁面の
恐竜イラストのラッピング、恐竜
のトリックアート、足跡の化石の
複製には自分の足を重ねられる。

そんな仰天の駅前恐竜広場から
車で10分程のところに、福井県司
法書士・土地家屋調査士合同会館
がある。7/29（土）10時から16時
まで会館で開催された相談会には
9組の相談があった。多くは境界
問題だが、建物滅失に関すること、
相続がらみと内容は多岐にわたる。
例年、福井支部会員が相談員を務
められ、会議室の1室をパーテー
ションで間仕切り個室を作り、相談
者への配慮もしっかりされていた。
広報部は経験から、福井市広報
誌への掲載が最も広報効果がある
として、手配は前役員において早
くから対応した。新役員は、市役
所、法務局にポスターを掲示、会
ホームページへのアップはもとよ
り、福井新聞に6分の1ページカ
ラー刷りで広告を打ち、別日にコ
ミュニティ広場欄にも掲載した。
また、7/31「土地家屋調査士の

日」当日には、会員に向けて「土地
家屋調査士の日」制定の趣旨、日調
連第1号会報誌（S31.11.1）に掲載さ
れた法務省民事局香川第三課長の
記事、7/29実施した無料相談会の
福井会の報告等をメール配信した。
新任の佐竹広報部長が、記念日制
定の価値や重要性を会員に伝える

のも、広報担当としての使命と感
じ、執行部に提案したことによる。
これまで福井会は、4月の不動
産表示登記の日と10月の法の日
に、福井新聞に一面広告を打ち、
無料相談会を開催し制度広報を
行っていた。連合会事業として、
土地家屋調査士の日に無料相談会
の開催が決定してからは、無料相
談会の焦点を7月と10月に合わ
せて対応している。

【富山会】
7/30（日）10時から15時まで
富山県土地家屋調査士会館で開催
した相談会は、総務部役員が相談
員を、広報部役員がマスコミ対応
と相談員応援に当たる体制で臨ん
だ。事前予約は2件、当日は5組
の相談を受けた。開催時刻前から
相談者が来館するも準備万端で応
対。相談には、境界の管理に関す
ること、境界立会依頼を受けた場
合の対応等、問題が生じる以前の
質問的なものもあった。無料相談
会と銘打つのは、市民に気軽さを
与える面もあるのかもしれない。
開始後まもなく、富山テレビ局の
報道担当が来館、相談会の様子は
当日の夕方のニュースで取り上げ
られ、収録映像と共に紹介された。
相談会開催の広報は、県内の全
市町村の関係部署にポスター、チ
ラシを持参し掲示をお願いした。
昨年、所有者不明土地等の問題で、
法務局・司法書士会・土地家屋調

査士会の三者で全市町村の首長お
よび関係部署に伺っていたことも
あり、掲示に関しても好意的に受
け止めていただけたという。地道
な活動がつながりを強め、理解を
深めているのだと感じた。
また、マスメディア広報は、ケー
ブルテレビ高岡「高岡i」に開催前の
7日間毎日、最終2日間は日に3回、
無料相談会の開催告知と、土地家
屋調査士クイズの宣伝をアナウン
サーが丁寧に紹介した。さらに、
7/27チューリップテレビ「ニュー
ス6」内に、磯野会長と「境界紛争
ゼロ宣言!!」の横断幕等を持った法
被姿の広報部役員が出演して、土
地家屋調査士の日に寄せて開催す
るイベントとして無料相談会、プ
レゼント企画の紹介をした。
新任の石山広報部長はじめ役員
の方々と、他会の土地家屋調査士
の日の広報活動の取組や、連合会
広報部との連携等の意見交換もで
き、次年度相談会に向けて参考に
なることがあれば、うれしいこと
である。

前広報部次長　上杉和子（三重会）

福井駅前恐竜広場

福井会

チューリップテレビ「ニュース6」収録の様子

富山会
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中国ブロック協議会

平成29年7月31日の月曜日、『全
国一斉不動産表示登記無料相談
会』（以下「無料相談会」という。）が山
口県土地家屋調査士会の会館で10
時から17時まで開催され、相談員
として、山口地方法務局登記部門
表示登記専門官の高田様、山口県
土地家屋調査士会からは私と広報
部の周原常任理事、伊藤理事、宮
崎理事の計5名が対応致しました。

この相談会は全国の土地家屋調
査士会が一斉に行う相談会で、今
回で8回目の開催となります。昨
年は広報誌への掲載ができずに相
談者が1組しか来られませんでし
たが、今年は、市報、フリーペー
パーへの広告が掲載されたおかげ
もあり、午前中に5組、午後に3
組の相談者が来場され、登記に関
する相談をされました。
相談内容に関しては、境界問題
に関する事項、筆界特定に関する
事項、抵当権等の抹消に関する事
項、相続登記に関する事項者と
様々な相談内容でした。
相談者の中には、仕事の都合で
当日来場できないので電話で相談
したいとの申出をされた方もおら
れ、電話での対応となりましたが、
直接来場できない方の対応も必要
と感じました。
山口会では、各支部で定期的に
無料相談会を開催しております
が、もっと市民の方々に相談会の
告知も行い、少しでも多くの市民

の皆様に、土地家屋調査士の仕事
を知ってもらい、市民の皆様に役
立てる活動を継続して行いたいと
思います。
今回の相談会には法務局の表示
登記専門官の高田様にも参加して
いただき、権利に関する登記等の
対応をしてもらい、相談者にとっ
ても良い機会となりました。現在
山口県内では、地図作成作業を
行っておりますので、これからも
法務局の方々と協力して様々な事
業を行っていきたいと思います。
最後になりましたが、職務中に
も関わらず、相談員として協力し
てくださった山口地方法務局の皆
様に感謝いたしまして、相談会の
報告とさせていただきます。

広報員　清水浩二（山口会）

九州ブロック協議会

九州ブロック協議会では、7月
31日の「土地家屋調査士の日」を中
心に、「全国一斉不動産表示登記
無料相談会」が46会場で開催され
ました。今回取材しました私の所
属会である長崎会では、県内6か
所で実施。そのうち長崎支部と佐
世保支部の活動を取材しました。

長崎支部（7月22日）
長崎支部では、長崎県土地家屋
調査士会事務局において実施され
ました。午前中にお越しになられ

た相談者は、「相続予定の土地を
寄附、もしくは放棄したいがどう
すればよいか」という近年の社会
問題に関係する内容。
相談件数は1件でしたが、長崎
支部では司法書士会と協働して、
毎週長崎市役所にて市民相談を
行っておられます。そのような背
景が、相談件数に表れたのかもし
れません。

佐世保支部（8月6日）
佐世保駅前近くのコンサートや
イベントが行われる複合施設にて
実施されました。数日前まで台風
5号が直撃との予想でしたが、当
日は影響も少なく無事実施されま
した。
今年の相談は5件。空き家売却
を前提とした境界確定測量、土地
利活用のための登記手続（分筆・
合筆など）、農地の地目変更、建
物解体時の登記手続について、と
相談の多くが土地家屋調査士業務
に関するものでした。市民に馴染
みのあるフリーペーパーに掲載
し、広報活動を行ったことが効果

集合写真

相談風景

佐世保支部相談風景

長崎会事務局
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的であったとのことでした。

長崎県内では、計9件の相談が
寄せられました。今回掲載できな
かった支部においても独自に他業
種との合同相談会を行うなど、土
地家屋調査士のPRに努められて
います。
今期の長崎会では、船津学会長
のラジオ出演や地元イベントに屋
外ブースを設けるなど、新たな試
みに挑戦しています。多くの皆様
にとって土地家屋調査士がより身
近な存在となれるよう、今後も活
動していきたいと考えています。

広報部次長　山口賢一（長崎会）

東北ブロック協議会

東北ブロック協議会からは秋田
県土地家屋調査士会を取材しま	
した。
秋田会で土地家屋調査士の日に
全国一斉不動産表示登記無料相談
会（以下「無料相談会」という。）を
開催するのは、他会から少し遅れ
て昨年からの2度目です。まだ定
着していないせいか、残念ながら
相談者は訪れませんでした。
告知には新聞、フリーペーパー、
テレビなどのメディアを積極的に
用い、会場は交通の便がよく、よ
く知られた場所を選定するなど、
検討の余地があると思いました。
多少経費は掛かりますが、会の
知名度を上げ、頼れる相談相手と
して地域に認知してもらうための
先行投資と考え、確実に周知を図
ることが有効だと思います。
相談者は訪れませんでしたが、
個人的にはその時間に先輩方の仕
事の話を聞くことが出来て、とて
も勉強になりました。
秋田会では今回の無料相談会の

ほか、各支部の地域性を踏まえ、
相談者が訪れやすい時期に年数回、
無料相談会を開催しております。
そのほかに、力を入れているの
が種苗交換会での登記無料相談所
のブース出展です。相談会を行う
ほか、土地家屋調査士知名度アッ
プにつながるようにと、チラシを
配布したり、アンケートを行った
りしています。ちなみに種苗交換
会とは秋田県で毎年、秋に行われ
ている農業イベントで、一週間で
100万人超も来場する、農業者の
祭典とも呼ばれています。
わたくしの所属会である秋田会
は、他会とは少し違った無料相談
会等の活動をしておりますが、こ
の無料相談会においても、来年度
以降、沢山の相談者が訪れるよう
に、今後の組織的な活動に期待し
ています。

広報員　福原仁典（秋田会）

北海道ブロック協議会

本年度の全国一斉不動産表示登

記無料相談会（以下「無料相談会」
という。）の開催について北海道ブ
ロックの活動をご報告いたします。
札幌会（7月27日、札幌駅前地下歩
行空間）、旭川会（7月30日、旭川
土地家屋調査士会館）、函館会（7
月31日、函館土地家屋調査士会館）、
釧路会（7月23日、藤丸百貨店特設
会場（帯広市））、7月30日（北見芸
術文化ホール）、以上5会場での開
催となりました。その中から、札
幌土地家屋調査士会の無料相談会
を取材いたしました。当日の相談
会場となった‘札幌駅前地下歩行空
間’は札幌駅から大通り公園までの
地下が歩行用通路として整備され、
通路各所にはイベントが出店可能
となるスペースが設けられておりま
す。実際に札幌会の相談ブースに
行ってみると、人の通りは絶える
ことなく、絶好の相談会場である
ことが分かりました。（人通りが多

秋田美男のお二人、
左から小林副会長と赤塚名誉会長

会員事務所にポスター掲示
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いだけに、パーテーションを使用し
た相談者へのプライバシー確保も
しっかりと考えられておりました。）
事前の広報を見て相談に来る人
と無料相談会の‘のぼり’を見て相
談に来る人がいた平日の開催でし
たが、‘通行人の足が止まる’相談
ブースであることは間違いありま
せんでした。
また、相談が途切れた時間は、
通行人に‘札幌土地家屋調査士会’
の名前が入ったポケットティッ
シュを配る等の広報活動もしっか
りと行われておりました。
このような活動的な相談会を見
てしまうと、会場にこもり、相談
者が来るのをひたすら待つという
ようではダメだとつくづく感じま
した。地方で行う土地家屋調査士
会の無料相談会はどこも集客に苦
労していると思われますが、やり
方次第では無料相談会を今よりも

数段良い制度広報につなげること
ができるかな？、なんてことに気
付かされた札幌会の全国一斉不動
産表示登記無料相談会でした。

広報員　松田整（釧路会）

四国ブロック協議会

愛媛会では前年に引き続き、県
司法書士会、県公証人会と共催し、
7月27日から8月8日にかけて「登
記法律相談・公正証書相談会」を
県内13会場で開催。松山市の会
場（松山市役所大会議室）を訪ねま
した。
土地家屋調査士12名、司法書
士16名、公証人1名が対応。来場
者に相談票を記入いただき、内容
に応じて各担当に割り振っていき
ます。やはり相続や遺言に関する
相談が多いように感じますが、話
を聞く中で、「境界の問題がから
むので調査士の方も」「公正証書に
ついても説明を」と、途中で声を
掛け合っての対応となりました。
土地家屋調査士への相談者の多
くは登記簿や図面類をたくさんお
持ちで、状況を把握するのにも時
間がかかります。取材がてら何件
か同席させていただきましたので
一部紹介。
▽祖父母の時代の昭和20年代

に、農地の一部を隣地の土地所有
者に譲り渡し、金銭を受け取った
というメモが残っているが、登記
上の処理は何もされていない状況
であり、手続できるかどうか知り
たい▽親の住家であった土地建物
を相続し、資料を見てみると、農
地転用のうえ建築しているもの
の、建物の一部が隣の農地（自己所
有・転用許可なし・市街化調整区
域）にはみ出していることが判明	
した――などといった内容です。

いずれの方も、「自分の代で問
題を解決し、きれいな形で子らに
残してあげたい」というものでし
た。登記とは恐ろしいもので、な
いがしろにしていると子の代でも
孫の代でも、いつかしっぺ返しが
くるものだなぁ、と背筋が寒くな
る思いです。将来に向けて問題が
起きないよう、常に妥協なく業務
に当たらねばと決意を新たにし、
会場を後にしました。
松山市の会場では、土地家屋調
査士に絡む相談が13件（全相談数
46件）、愛媛県全体では28件（91
件）となりました。

広報員　曽我部和也（愛媛会）
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じめんのボタンスタンプラリー

じめんのボタンを探してスタンプ
を集めよう！
法務省の中庭（サンクン広場）
に、じめんのボタン（境界標）を設
置、子どもたちに探してもらい、
そのそばに設置されているスタン
プを用紙の境界標の形と同じとこ
ろに押して、キーワードを導き出
そうという企画です。子どもたち
はスタンプを押すのが大好き！境
界標を見つけると嬉しそうにスタ
ンプを押していました。スタンプ
を全部押し終わったら記念グッズ
としてキーホルダーと地識くん
シールをそれぞれプレゼントしま
した。

測量体験1

トータルステーションで距離と高
さを測ってみよう！

測量体験2

ボールを投げて距離を当てよう！
サンクン広場ではスタンプラリー
のほかトータルステーションを使っ
た測量体験を2つ実施しました。
測量体験1は、サンクン広場か

ら法務省赤れんが棟の屋根や尖塔

までの距離や高さを実際に測量器
械（トータルステーション）を使って
測ってみようという企画です。子ど
もたちはもちろん、引率者の方々も、
道でよく見かける測量機器に興味
津々でレンズを覗いていました。
測量体験2は、やわらかいボー
ルやシャトルなどを投げて、飛ん
だ距離を予想してもらい、トータ
ルステーションで測った距離とを
比較し、目測との違いを確認して
みようという企画です。子どもた
ちには大人気企画で常に参加者が
いる状態で、何度もやりたがるお
子さんも多く見られました。

こども霞が関見学デー
平成29年度

「こども霞が関見学デー」は、文部科学省をはじめとした25の府省庁等が
連携して、業務説明や省内見学などを行うことにより、親子のふれあいを深
め、子どもたちが夏休みに広く社会を知る体験活動の機会とするとともに、
府省庁等の施策に対する理解を深めてもらうことを目的とした取組で、今年
度は8月2日（水）、3日（木）の2日間の日程で実施されました。
法務省においては、他のイベントに加え、筆界特定制度や不動産登記法第
14条第1項地図、さらに土地家屋調査士制度への理解を深めてもらうこと
を目的として、測量体験や地面のボタン（境界標）を使ったスタンプラリーな
どが実施され、日調連も昨年度に引き続き、企画・当日運営などの協力を行
いました。当日の様子をお伝えします。

当日入口でもらえる「霞が関こども旅券」
各省庁へはこれを提示して入ります

赤レンガ棟までの距離はどのくらいかな？みな楽しそうに押していました！

当日配布したしおりのスタンプラリー用紙
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古地図と14条地図、空中写真
の重ね合わせ

昔の地図と今の地図、重ねてみる
とどうなるかな？
会議室では、法務局の仕事や筆

界特定制度・土地家屋調査士制度
についてのパネル展示、また、測
量風景などの写真展示や「じめん
のボタンのなぞ」のテレビ上映を
行ったほか、江戸時代の古地図と
14条地図、空中写真を重ね合わせ
てみようという企画を行いました。
どちらかというと引率者に興味を
持っていただけた企画でした。

土地家屋調査士クイズ

これがわかればあなたも土地家屋
調査士になれるかも！？
こちらも会議室での企画で、説
明をヒントにその説明がどの土地
または建物を指しているか写真と
説明を線で結んでみようというク
イズ企画です。当初は登記簿にあ
る土地の地目や建物の構造・種類
から写真を選ぶというものでした
が、子ども向けということで少しや
さしい説明にしました。クイズを解
いてもらった子どもには愛知会か
らご提供いただいた絵本版の『じめ
んのボタンのナゾ（非売品）』をプレ
ゼントしました。また、絵本版の『じ
めんのボタンのナゾ』は、内容を抜
粋して会議室の壁に貼り出しする
とともに、何冊か見本として自由
に手に取って見ていただきました。

きょうかい君とあいちゃん大人気！

子ども向けイベントということ
で、昨年に続いて愛知会から「きょ
うかい君」と「あいちゃん」にも来て
もらいました。何のキャラクター？

土地家屋調査士クイズ　土地編・建物編

回答してもらった子に絵本版の『じめんの
ボタンのナゾ』をプレゼントしました

境界杭って何？と子どもたちも興
味津々で握手したり抱きついた
り一緒に写真に収まったりしてい
ました。真夏の屋外というかなり
ハードな環境にもかかわらず、二
人とも子どもたちの笑顔をエネル
ギーにがんばってくれました。ア
テンド（補助）で来ていただいた愛
知会の中島美咲先生、百瀬真代先
生、ありがとうございました。

来場者数過去最高を更新！

平成29年度の「こども霞が関見
学デー」は、全省庁合わせて43,484
名の参加者があり、法務省は、子
ども、引率者合わせて2日間で過
去最高だった昨年を上回る1,677名
の来場者数だったそうです。日調
連が協力したスタンプラリーや測
量体験には、そのうち700名ほど
が参加してくれました。土地家屋
調査士、筆界特定制度、ADR、じ
めんのボタン、境界標、法務局地図、
トータルステーション、きょうかい
君…、キーワードの一つでも子ど
もたちの記憶に残り、将来、これ
がきっかけで土地家屋調査士を目
指す人が出てくることを期待しつ
つ報告を終わりたいと思います。

（日調連広報部）

赤レンガをバックに

ゆるキャラたち大集合

ミラーを使って距離を計測

重ねてみるとどうなるかな？

しおり・測量体験用紙

法務省赤れんが棟

１．トータルステーション（測量機器）できょりと高さをはかってみよう！

赤れんが屋根
尖塔

はかってみよう！
たか

ほうむしょうあか とう

せんとう

あか やね

サンクン広場

たか

きょり（ｍ）

高さ（ｍ）

きょり（ｍ）

高さ（ｍ）
たか

ひろば

そくりょうきき
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法務省民事局民事第二課

本年8月2日（水）及び3日（木）の2日間にわたり、「こ
ども霞が関見学デー」が開催され、法務省民事局民
事第二課では、日本土地家屋調査士会連合会と共同
して筆界特定制度を中心とする法務局の業務及び土
地家屋調査士制度の広報イベントを実施しました。
「こども霞が関見学デー」における広報イベント
は、昨年度に筆界特定制度創設10周年記念行事と
いう位置づけで開催しましたが、昨年度は、測量体
験に約400名参加（2日間の来場者数：1,017名）い
ただくなど非常に好評で、省内の広報担当から是非
継続して実施してほしいとの要望があったほどでし
た。民事第二課としても、筆界特定制度を中心とす
る法務局の業務及び土地家屋調査士制度の広報をす
る絶好の機会であることから、昨年度末には日本土
地家屋調査士会連合会と本年度も同様のイベントを
実施する方向を確認しました。
本年度当初からは、イベント内容について、昨年
度好評だったイベントを継続しつつも、各制度につ
いてより分かりやすく関心を持ってもらえるために
はどうしたらよいかという観点で協議を行いまし
た。昨年度から継続して実施するイベントとしては、
法務省の広場（サンクン広場）を利用した赤れんが棟
の高さを測る測量体験、境界標を使ったスタンプラ
リーの実施、大会議室での各種展示物（制度の広報
パネルの展示、法務局職員・土地家屋調査士の写真
展示、各種境界標の展示）、パンフレット・リーフレッ
トの配布、デジタルサイネージを利用した土地家屋
調査士制度の広報動画の放映とし、主に以下の4点
を新たな試みとして実施することとしました。
1点目は、「「法務局の登記官」と「土地家屋調査士」
のお仕事体験」と題したしおりを作成し、受付時に
全員に配布することとしました。このしおりには、
測量体験やスタンプラリーのイベントに使用する欄
を設けたほか、法務局の業務や土地家屋調査士制度
について子ども向けに紹介する内容とし、少しでも
制度について理解してもらえるよう工夫しました。
2点目は、サンクン広場における測量体験のう
ち、昨年度の「歩測体験」から「投球計測」に変更しま
した。昨年度の「歩測体験」も好評でしたが、一見し
て何をしているか分かりづらいことから、昨年度の
「法の日フェスタ	in	赤れんが」で実施し好評であっ

た「投球計測」に変更しました。「投球計測」の方が子
どもがパッと見たときにイメージしやすく、関心を
引きやすいのではないかと考えました。
3点目は、重ね図体験の実施です。法務局及び土
地家屋調査士の業務で非常に重要な地図に関心を
持ってもらうため、昔の地図と現代の地図の変遷を
目で見る形で分かりやすく伝えることがよいのでは
と考えたためです。用いる地図は、イベント会場で
ある法務省付近（東京都千代田区霞が関）と不動産登
記法第14条第1項地図作成作業を実施した場所（東
京都中央区佃）の2箇所を選定しました。
4点目は、表示登記に関するクイズの実施です。
登記官や土地家屋調査士の仕事の一端を知ってもら
うことを目的として実施しました。また、参加意欲
を高めるため、クイズの回答者には愛知県会から寄
贈いただいた「じめんのボタンのナゾ」の絵本版を配
布することとしました。
イベント当日は、両日ともやや曇り気味の天気で
気温があまり高くなく、イベント実施には打ってつ
けの天気でした。測量体験は、昨年度同様子どもた
ちに大人気で、ひっきりなしに参加希望者が集まり、
投球計測の様子を見て関心を持った子どもたちが次
から次へと並び、二日間とも大盛況でした。サンク
ン広場ではスタンプラリーも実施しましたが、本年
度は実際にスタンプを用意した（昨年度は、境界標
の絵を自分で描いてもらった）ことが功を奏したの
か、昨年度以上に多くの方に参加いただきました。
大会議室では、多くの方が重ね図に興味を示され、
実際に重ねて比較する体験をしてくれました。クイ
ズについても、メイン会場への入口に用紙を置いた
のが功を奏し、たくさんの方にクイズを解いていた
だき、「じめんのボタンのナゾ」の絵本版は2日間で
300部以上を配布させていただくことができました。
本年度のイベントは、2日間で1,677名（子ども：
962名、引率者：715名）と昨年度を大幅に上回る来
場者数となり、測量体験についても約550名に参加
していただくなど、昨年度以上に盛況という結果と
なりました。その結果、引率者を含め多くの方に、
リーフレットやグッズを多数配布させていただくこ
とができ、法務局の業務及び土地家屋調査士制度の
広報について、一定の成果を上げることができたの

「平成29年度こども霞が関見学デー」における筆界特定制度を
中心とした法務局の業務及び土地家屋調査士制度の広報イベント
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ではないかと考えます。
また、本年10月7日（土）に開催された法務省・
最高検察庁主催の「平成29年度法の日フェスタin赤
れんが」においても、日本土地家屋調査士会連合会
と共同での測量体験イベントやパネル展示等による
広報イベントを実施しております。その様子はまた
別にご紹介いたします。
最後に、本年度も、イベントの企画、トータルス
テーションの準備、各種展示物の提供、当日の対応
等、日本土地家屋調査士会連合会及び愛知県土地家
屋調査士会の皆様方に多大な御協力をいただきまし
た。この場をお借りして、深く御礼申し上げます。

本イベントを担当した民事第二課・日本土地家屋調査士会連合会 
及び愛知県土地家屋調査士会の担当者一同

2017　こども霞が関見学デー

平成２９年８月２日（水）・３日（木）

法務省民事局民事第二課・日本土地家屋調査士会連合会

いろいろなちずをかさねてみよう！

じめんのボタンをさがそう！

ほ う む き ょ く と う き か ん と ち か お く ち ょ う さ し

のお仕事体験！
しごと たいけん

きょうかい君・あいちゃんと

しゃしんをとろう！

はかってみよう！

「法務局の登記官」と「土地家屋調査士」

スタンプラリーを完成
かんせい

させて，記念
きねん

グッズをもらおう！

トータルステーションで距離
きょり

や高
たか

さを測
はか

ってみよう！

昔
むかし

の地図
ちず

と今
いま

の地図
ちず

，重
かさ

ねてみるとどうなるかな？

福島地方法務局キャラクター

「フクちゃん」

くん

町
まち

で見
み

かける

あの機械
きかい

！

サンクン広場
ひろば

で体験
たいけん

しよう！

大会議室
だいかいぎしつ

で体験
たいけん

しよう！

登場時間
とうじょうじかん

：　・１１時
じ

ころ　・１３時
じ

ころ　・１５時
じ

ころ

みんなの土地とお家の情報をコンピュータに記録したり，

となりのお家との境(線)を調べたりしているよ。

どんな仕事をしているのかな？
うち

うち

じょうほう きろく

さかい（せん）

フクちゃんのお家は，２かいだて。

大きさは・・・・

登記手続を行う法務局

地図を作成する法務局

けんり まも

あらそ よぼう

法 務 局 の 仕 事

し ごと

ほう
む

きょく し ごと

とう き てつづき ほうむきょく

ちず さくせい ほうむきょく

うち

おお

権利を守り，

争いを予防

しているのじゃ

と ち

しら

みんなの土地
とち

やお家
うち

などの情報
じょうほう

をコンピュータに記録
きろく

することを

登記
とうき

といいます。登記
とうき

をすることによって，権利
けんり

が守
まも

られ，また，

安心
あんしん

して取引
とりひき

をすることができるようになります。

法務局
ほうむきょく

では，土地家屋調査士
と　ち　か　お　く　ち　ょ　う　さ　し

な

どの専門家
せんもんか

と協力
きょうりょく

して地図
ちず

を作
さく

成
せい

しています。

正確
せいかく

な地図
ちず

が備付
そなえつ

けられること

によって，土地
とち

と土地
とち

との境
さかい

が

明
あき

らかになり，争
あらそ

いを予防
よぼう

する

ことができます。

う～ん。

ここだと思うんだけどな。

法務局に相談して

みようか。

ほうむきょく そうだん

筆界がわかって

よかったね！

こんなときにも 法 務 局

筆界はどこかな～。
ひっかい

ひっかい

おも

ひっかい

ひっかい

さかい

ほうむきょく

筆界のことでこまったことがあったら，法務局にそうだん

してね。

筆界というのはとなりの土地との境のことだよ。

ほうむきょ く

とち

法務局
ほうむきょく

による調査
ちょうさ

（筆界
ひっかい

特定
とくてい

制度
せいど

）

きょうかい君

あいちゃん

「きょうかい君」 と 「あいちゃん」
くん

くん

次
つぎ

の時間
じかん

に登場
とうじょう

するよ！（法務省
ほうむしょう

地下
ちか

１階
かい

サンクン広場
ひろば

）

おおらかで，友好的
ゆうこうてき

。愛情
あいじょう

と思
おも

いやりに

満
み

ちた，とっても優
やさ

しい女
おんな

の子
こ

です。

お隣同士
となりどうし

の信頼関係
しんらいかんけい

を築
きづ

いて，境界
きょうかい

に

まつわる争
あらそ

いごとのない世
よ

の中
なか

にしたい

と願
ねが

っています。

・１１時
じ

ころ　　・１３時
じ

ころ　　・１５時
じ

ころ

きょうかい君
くん

・あいちゃんは，愛知県
あいちけん

で生
う

まれた，「境界杭
きょうかいぐい

」を

モチーフにしたキャラクターです。

日々
ひび

，土地家屋調査士
と  ち  か  お  く  ち  ょ  う  さ  し

の広報活動
こうほうかつどう

のためにがんばっています！

土地家屋調査士
と　ち　か　お　く　ち　ょ　う　さ　し

は，みんなのくらしを支
ささ

える土地
とち

と建物
たてもの

の専門家
せんもんか

です。

家
いえ

を建
た

てたとき，筆界
ひっかい

のことで困
こま

ったときは土地家屋調査士
と　ち　か　お　く　ち　ょ　う　さ　し

に相談
そうだん

してね。

真面目
まじめ

で打
う

たれ強
づよ

く，正義
せいぎ

の心
こころ

を持
も

っています。

落
お

ち着
つ

きがあり，大事
だいじ

なものを守
まも

る力強
ちからづよ

さを秘
ひ

め

ています。ちょっと頑固
がんこ

な面
めん

も・・・。

土地家屋調査士
と　　ち　　か　　お　　く　　ち　　ょ　　う　　さ　　し

ってどんなお仕事
しごと

？
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私は高校を卒業するまで石川県で過ごし、その後、
愛知県、東京都に住み、縁あって島根県出雲市へと
移り住みました。島根県は人口約69万人、都道府
県人口としては、二番目に少なく、高速道路が県全
域で開通しておらず端から端まで車で移動すると4
時間は覚悟しなければいけないほど交通の便もよく
ありません。一番近い都道府県は飛行機で行ける東
京都ではないかと思うほどです。会員の皆さんには
総会、研修会と集まるだけでもかなり負担をかけて
いると思います。

そんな島根県ですが、古事記、日本書紀、出雲国
風土記と数々の神話の舞台となっています。その昔、
出雲の創造神は大きな鋤

すき

を使って朝鮮半島から、網
を使って北陸から大陸を引いてきて出雲の国を作っ
たそうです。神様の行いなのでスケールが大きいです。
その出雲の国を天上界の神々に譲る代わりに、高

さ96メートルあったと言われる出雲大社を建てても
らい、そこで見えない縁や人の運命について治める
ことを約束させたのが大国主大神だそうです。出雲
といえば縁結びというのも理由があったのですね。

愛しき我が会、我が地元　Vol.44
島根会／埼玉会

出雲大社では11月（旧暦10月）は、八
や

百
お

万
よろず

の神様
が、日本全国から集まり、色々な物の縁結びを決め
る会議をするといわれています。以上のようなこと
から11月を、日本全国の神社では、神様が出雲大
社に出張中とのことで「神様がいない月」として「神

かん

無
な

月
づき

」と呼び、出雲の国では11月に日本全国から
神々が来られるので「神

かみ

在
あり

月
づき

」と呼ばれています。出
雲大社本殿の両脇には会議を終えた神様用のホテル
も用意されています。旧暦10月10日から7日間行
われる神迎祭の間のみ、このホテルの扉が開かれて
います。神様がいらっしゃるのかな？と見て歩くの
も楽しいのではないでしょうか。

また、島根県には多くの名所や日本一のものがあ
ります。出雲大社には日本一の大しめ縄、日本一の
大鳥居もあり、見事です。そのほか平成27年に国
宝に指定され、日本さくら名所100選にも選ばれて
いる松江城。世界ジオパークネットワークに認定さ
れ、日本海の秘境の大自然を体験できる隠岐諸島。
米国の日本庭園専門雑誌ジャーナル・オブ・ジャパ
ニーズ・ガーデニングが行っている日本庭園ランキ
ングで、初回から連続で庭園日本一に選出されてい
る足立美術館。世界遺産登録10周年を迎えた石見
銀山。高さ太さなど全てにおいて日本一、国の天然

島根会　　『ご縁の国しまね』
島根県土地家屋調査士会　　谷口　洋平

愛しき

我が我が我が 会 、我が、我が、我が、我が地元
Vol. 44

神様の玄関口稲佐の浜 出雲大社神楽殿の大しめ縄
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記念物に指定された三隅大平桜。日本一の灯塔の高
さを持つ石造の日

ひの

御
み

碕
さき

灯台。仁摩サンドミュージア
ムにある世界最大の一年計砂時計。湯船全てがまる
で化粧水といわれる松江玉造温泉には広さ120坪、
日本一の混浴大露天風呂があります。ちなみに島根
県民は県税納付率、選挙投票率が日本一だそうで
す。まじめな県民性が分かるデータではないでしょ
うか。

土地家屋調査士業務としましては、人口減の傾向
にある島根県ですので、管理者不在地や、空き家に
当たることが多く、原野山林と化した土地も多くあ
ります。近隣住民も苦情を伝える相手が分からず、
我慢するのみの状態です。そんな中、最近では太陽
光発電や風力発電地として利用される土地が増えて
きています。土地家屋調査士として地域貢献できる
事業であり、地元説明会等、官民一体の場に参加で
きるのは土地家屋調査士を知ってもらう良い機会で
もあります。メリットばかりではないでしょうが、
放置されていた土地が、役立つ土地へと生き返る、
選択肢の一つとしては悪くないと思います。
今回の原稿作成に当たり、改めて地元を知ること
ができました。興味を持っていただけた方は、是非、
島根県へお越しください。

埼玉県は、関東平野の西側に位置する海に接して
いない、いわゆる「海無し県」です。面積は3,797 km2

で全国39番目ですが、そのうち「宅地」面積は
750 km2でこれは全国4番目、人口は約728万人で
同じく5番目です。なお、埼玉会の会員数は、現在
826名で、これも5番目、埼玉会の場合、会員数は
人口に比例してかなり多いです。
埼玉県には、江戸時代に五街道の一つの中

なか

山
せん

道
どう

が
県の南から北西へと通過していました。中山道は、
江戸の日本橋から始まって京都の三条大橋まで、埼
玉県内は戸田から本庄まで、約19里（約75 km）の道
のりです。
県内の中山道の宿場に「熊

くま

谷
がや

宿」があります。この
熊谷宿は、現在の「熊谷市」で市街地の南に一級河川
の荒川を従え、人口約19万人の県北部最大の都市
です。熊谷市は昔からスポーツのラグビーが盛んで、
元全日本の名スクラムハーフの宿沢広朗選手の育っ

埼玉会　　『古いにしえの道、峠、そして山々』
埼玉土地家屋調査士会　　竹越　学

た所です。また、2019年にはラグビーワールドカッ
プが開催されます。
江戸時代からこの熊谷宿を基点に、現在の寄

より

居
い

町
まち

、長
なが

瀞
とろ

町
まち

、皆
みな

野
の

町
まち

を通って県の西の端の秩父市か
ら峠を越え、山梨県の甲府まで「秩

ちち

父
ぶ

往
おう

還
かん

」という、
甲州街道の脇道がありました。この秩父往還の埼玉
県と山梨県の境は、標高2,082 mの峠道です。これ
は現在の国道140号線で、当時の峠はトンネルとな
りましたが、この峠は「雁

かり

坂
さか

峠」といってかなりの難
所でした。峠の名前の由来は、渡り鳥の雁が秩父山
地を横断する時、この峠の窪みの低い所を利用して
いたためといわれています。また、国道140号線は、
このトンネルができるまで、この峠の部分は、車が
通行することができない、開かずの国道とされ、長
い間、道路地図にその部分だけ点線で描かれていま
した。また、その道路地図を信じて、自転車で通行
しようとした青年が、峠の途中で道に迷って命を落

従来よりも小型の風力発電
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としたこともありました。なお、トンネルの開通は、
平成の時代に入ってからです。
現在、この秩父往還は、埼玉県側を「彩

さい

甲
か

斐
い

街
かい

道
どう

」、
山梨県側を「雁

かり

坂
さか

みち」と呼ばれていますが、昔は、
山梨側も「秩父往還」として呼ばれ、親しまれてきま
した。平成に入って、時の行政の発案で公募した「彩
の国」という呼び名を使って埼玉県をイメージアッ
プすることになり、「秩父往還」も山梨県側の同意な
しで「彩甲斐街道」として改名しました。しかし、こ
れにより、山梨県側の当時の昔の「秩父往還」の道し
るべは、全て取り外され、山梨県は替わりに「雁坂
みち」として甲府から雁坂トンネルまでの道しるべ
を全て交換してしまいした。
実は、私たちの大先輩の伊能忠敬先生も第8次測

量にこの秩父往還を途中まで利用して秩父へ測量に
来ています。私の実家はその「秩父往還」沿いにあり
ました。また、出身中学校の校舎とグランドの間にも
「秩父往還」が横断していましたので寂しい思いです。
先程の雁坂峠から奥秩父山地の尾根沿いに北西に
約5 km行った所に埼玉県最高峰の「三

さん

宝
ぼう

山
さん

」があり
ます。埼玉県秩父市と長野県南佐久郡川上村の境に
ある、標高2,483 mの山で一等三角点があります。
この山に私が小学校の高学年の時、林業をやってい
た親戚の人たちと一緒に十文字峠から登りました。
その時に三宝山の山頂に基準点測量の測標の櫓があ
りました。当時の私は、なんで盆踊りの櫓がここに
あるのかと思い不思議でしたが、成人して、大阪の
近畿測量専門学校で学んだ時、この櫓のことがやっ
と判りました。
最近になり、そのことを懐かしく思い、三宝山に

登り確かめて来ました。あれから50年近く前のこ
とですが、山頂の一等三角点の近くに朽ち果てては
いるが当時の櫓を分解してきれいに積んであるのが
見つかりました。また、その材木には釘が何箇所か
残っていました。半世紀近く前の記憶と現在の仕事
が重なって、とても不思議な感じがしました。
しかし、それより大変なことを発見しました。こ
のことは黙っているべきか悩みましたが、思い切っ
て告白します。この山は一応、埼玉県最高峰となっ
ていますが、最高峰の三角点の標石は山頂部の家が
一軒位建てられる平な場所の中心から少し長野県に
入った方にあります。国土地理院の点の記の住所も、
長野県南佐久郡川上村大字梓川1番地となっていま
す。これは困ります。正式に長野県側から境界立会
の要請があったら如何しよう？なんて職業柄考えて
しまいました。でも、長野県には、標高3,190 mの
日本第3位の山があるから埼玉県の2,000 m級の山
には関心がないと思って、勝手に安心しています。
因みに奥穂高岳は、長野県と岐阜県に跨っています。
どこも難しいですね。
この奥秩父には、今年、元日から脚光を浴びた山が
あります。埼玉県と東京都と山梨県に跨る標高2,017 m
の「雲

くも

取
とり

山
さん

」です。ここも一等三角点があり、百名山の
一つで今年の西暦2017年と標高が同じと言うことで、
元日から多くの登山者が訪れています。この山は、東
京都最高峰でもあります。雲取山の山頂からは富士
山、筑波山などの山々や、東京タワー、東京スカイツ
リーなどの東京都心の構造物が眺望できます。
埼玉県には宅地も多く仕事にもなり、しかも山も
ある、魅力ある愛しき我が会、我が地元です。

三宝山（埼玉県最高峰） 元日の雲取山（標高2,017 m）
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連合会長　岡田潤一郎の水道橋通信

8月
19日　今川嘉典君の日本司法書士会連合会会長就
任祝賀会
私と同じくして今期、日本司法書士会連合会の会長
に就任された今川会長の祝賀会に出席。今川会長か
らは、強い決意とリーダーシップが溢れ、私からも、
日調連共々国民の皆さんにより近い存在を目指すこ
とが大切であると、ご挨拶させていただいた。

20日　福島会五十嵐欽哉名誉会長の葬儀に参列
福島会の五十嵐名誉会長がご逝去されたとの報に触
れ、半信半疑のまま福島県喜多方に向かう。福島会
からも東北ブロックからも多くの土地家屋調査士が
参列されている中、斎場に到着し、現実に戻ったと
ころである。昨秋の黄綬褒章を受章された際の食事
会でご一緒させていただいたのが最後になってし
まった。心からご冥福をお祈りします…。

23日　法務省民事局民事第二課との打合せ（土地家
屋調査士法における欠格事由について）
法務省から民事第二課長が連合会を訪ねて来られ、
加賀谷副会長、柳澤専務理事、佐藤総務部長も同席
の上、会長室にて応接。土地家屋調査士法第5条（欠
格事由）について、成年後見人等の権利の制限に係
る措置に関する見直しの観点から打合せを行う。

23日　第6回正副会長会議
正副会長会議を開催し、定時総会からの2か月間を

総括するとともに、年度内事業等について常任理事
会における審議、協議事項を確認する。

23日　法務省法務総合研究所主催　平成29年度
ミャンマー不動産制度共同研究研修会
法務省国際協力部からの依頼もあり、ミャンマー国
の司法省、建設省、農林省等の担当者向けに、不動
産登記、特に表示に関する部分に関して、日本のシ
ステムと土地家屋調査士という資格者の関わりにつ
いて常任理事会全員参加の下、担当役員からプレゼ
ンを行う。訪問団への私からの挨拶の最初の言葉は
「ミンガラ　バー（こんにちは）」。最後に「チェーズー　
ティン　バーデェ（ありがとうございました）」。昨
年は同様の企画としてベトナム司法省に訪問いただ
いたところであり、多くの先輩達が蒔いてくれた国
際的視野での活動が少しづつ芽を出してきたことを
実感する。

23、24日　第3回常任理事会
定時総会後、今期の常任理事会としては初招集とな
る。慣れない環境となり大変だと推察するが、とに
かく体に気を付けて会務に当たるようお願いし、課
題に対して「経緯と経過を整理確認し、問題点と課
題を抽出・分析の後、対応策を提案・協議」を活動
基本としてもらうよう指示。私からは、今年度の新
人研修会には、岡田が全ての会場に出向き、挨拶さ
せてほしい旨、土地家屋調査士試験の申込者数が
19年ぶりにプラスに転じたこと等を報告。

24日　参議院議員井原巧「巧友会　政経フォーラム」
私の地元、愛媛選挙区からの参議院議員である井原
巧先生のフォーラムに参加。先生の座右の銘でもあ
る「信は力なり」と「知恵と工夫は愛情から」をキー
ワードに、国民、特に若者の皆さんに政治に関心を
持ってもらうための活動について報告いただく。

24日　ミャンマー不動産制度共同研究懇談会に出席
23日に訪問いただいたミャンマー国の皆さんとの
懇談会に、当日のプレゼンを担当した小野副会長と
山田研究員（東京会）とともに参加。その場で歓迎の
挨拶を頼まれ、またしても「ミンガラ　バー（こん
にちは）」と最後は「チェーズー　ティン　バーデェ
（ありがとうございました）」。法務省やJICAの方々
も大勢出席され、とても和やかな空気の中での懇談
会。ミャンマーの皆さんは、プレゼンの時とは違っ
た雰囲気の正装でもある民族衣装（タイポンとロン

8月16日	
	 ～9月15日	

連合会長　
岡田潤一郎の水道橋通信

ここ水道橋界隈もすっかり秋めいてきましたが、
学生の多い街なので、とても活気があり、色で表
現すると「金色」ほどの派手さはないけれど、品の
良い「オレンジに近い銀色」そんな風景の中で会務
に勤しんでいます。
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ジー）を身に付けられ、国際色豊かで素敵な時間を
過ごさせていただいた。同行の小野副会長と山田研
究員は、お開き後も民族衣装の人々や主催者の皆さ
んと話し込んでいた姿が印象的。

9月
2日　舟山政明氏黄綬褒章受章記念祝賀会
仙台国際ホテルで開催された舟山政明先生の祝賀会
に出席。先生は、平成29年春の黄綬褒章に輝いた
土地家屋調査士7名の内のお一人。舟山先生は、見
るからに温厚そうで、怒ったことはあるのかな？と
思い、奥様に尋ねてみたが、奥様も舟山先生が怒っ
たのは見たことがないそうだ。人間、かくありたい。
先生の謝辞の中で「網膜に映る姿は、みんな同じだ
けど、私たち土地家屋調査士は、そこから更に何を
見るかが大切だと思う。」とのお言葉に身が震える思
いがしたところである。

7日　第7回正副会長会議
副会長、専務、総務部長を招集し正副会長会議を開
催。主には、午後からの理事会を視野に入れた各部
報告と提案等につき協議する。特に、喫緊の課題と
対応策について時間を多く取っての会議となった。

7、8日　第3回理事会
先の常任理事会でもお願いしたところ、全ての理事、
監事に再度の確認として、第一義に体に気を付けて
会務に当たるようお願いすると同時に、課題に対し
て「経緯と経過を整理確認し、問題点と課題を抽出・
分析の後、対応策を提案・協議」を活動基本として
もらうよう確認。土地家屋調査士試験の申込者数が
19年ぶりにプラスに転じたことを報告し、次の一
手を打つべく活動を指示するとともに、私たちに残
された時間は21か月であり、全ての対策と事業に
ついて「今期の成果」を出すことを常に意識しての会
務対応を指示したところである。

8日　 梨康弘法務副大臣への表敬訪問
加賀谷・戸倉・小野各副会長、柳澤専務同行の上、
今般の内閣改造で法務副大臣に就任された 梨康弘
議員へご挨拶に伺う。 梨議員は2年ほど前にも法
務副大臣を務められており、法務行政全般に明るい
先生で、私たちに関係する法第14条地図作成事業
や筆界特定制度と境界ADRの連携、さらには相続
登記未了問題、空き家問題、所有者不明土地問題

等々、話題が次々と展開され、時間を忘れての訪問
となった。

9日　高野國範氏黄綬褒章受章お祝いの集い
富山市で開催された、高野國範先生の祝賀会に出
席。会場には、270名を超える人々が集い、先生の
お人柄そのままに高校時代の恩師、友人も駆けつけ
られ、先生の地元・砺波特産のチューリップのよう
な明るい笑顔が咲きほこる祝賀会だった。高野先生
の好きな言葉は、球聖といわれた伝説のゴルファー、
ボビー・ジョーンズの「人生での価値は、どれほど
の財を得たかではなく、どれだけ多くの友と出会え
たか。」なるほど、高野先生の原点を教えていただい
た気がする。

10、11日　第32回日本土地家屋調査士会連合会親
睦ゴルフ大会
今年の連合会親睦ゴルフ大会は、三重会と中部ブ
ロック協議会にお世話いただき、三重県志摩市のホ
テル志摩スペイン村にて前夜祭、ゴルフ大会は近鉄
賢島カンツリークラブ、観光組は賢島クルーズや伊
勢神宮参拝と盛りだくさんの企画であった。私から
提供の日調連会長賞は、少しだけ高級な「雨傘」を自
虐ネタとして贈らせていただいた。前夜祭、観光も
含め、参加いただいた皆さんの楽しそうな笑顔を見
ていると、親睦事業を継続することの必要性を実感。
そして、今回の準備をいただいた三重会の皆さんに
感謝申し上げます。

14日　「所有者不明土地問題を考える」シンポジウ
ム及び懇親会
岐阜会が主催し、岐阜地方法務局共催で開催された
標記シンポジウムに参加。基調講演は、所有者不明
土地問題の第一人者である早稲田大学大学院教授の
山野目章夫教授である。いつもとおりの切れ味鋭い
論調で講演いただいたが、最後に「不動産登記制度
とそれへの人々の信頼は『国の宝』であり、登記制度
という財産を受け継ぎ、伝えることが非常に重要で
ある。」とのお話は全く同感であり、かつ心に残ると
ころである。また、環境省の方からも東北大震災復
興現場における所有者不明土地問題の実例と対応法
を講演いただいた。その後、山野目教授をコーディ
ネーターにパネルディスカッションも行われ、充実
したシンポジウムの時間を岐阜で過ごせたところで
ある。
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8月16日～ 9月15日会 誌日務

会務日誌

8月
23日
第6回正副会長会議
＜協議事項＞
1	 平成29年度第3回常任理事会審議事項及び
協議事項の対応について

2	 取材の対応について
3	 登記制度・土地所有権の在り方等に関する
研究会（仮称）の構成員の推薦について

23日、24日
第3回常任理事会
＜審議事項＞
1	 平成30年春の叙勲及び褒章受章候補者の推
薦について

2	 制度対策本部、大規模災害復興支援対策本
部及び各種委員会等における委員等の選任
について

3	 第13回土地家屋調査士特別研修の実施につ
いて

＜協議事項＞
1	 土地家屋調査士と制度のグランドデザイン
（案）の取扱いと今後の進め方について

2	 平成29年度第1回全国会長会議の運営等に
ついて

3	 大規模災害等における被災会員の被害状況
報告への対応について

4	 平成30年度の親睦事業について
5	 予算管理月報の公開範囲について
6	 平成30年度予算（案）の編成について
7	 eラーニングコンテンツの制作に係る業務
委託契約の更新について

第3回常任理事会業務監査

31日
第2回研究所会議
＜協議事項＞
1	 平成29年度研究所全体会議の事前協議につ
いて

2	 G空間EXPO2017について
3	 地籍問題研究会定例研究会について
4	 研究所会議の日程調整について

9月
5日
第2回社会事業部会
＜協議事項＞

1	 法務省不動産登記法第14条地図作成等基準
点測量作業規程及び法務省不動産登記法第
14条地図作成等基準点測量作業規程の解説
書の改訂について

2	 平成28年度土地家屋調査士会ADRセンター
担当者会同の総括について

3	 空き家問題への土地家屋調査士の役割につ
いて

4	 建物所在図作成への対応について
5	 社会事業部担当の委員会について

5日、6日
第2回調測要領委員会
＜協議事項＞
1	 調査・測量実施要領の改訂について
2	 委員会の日程について

7日
第7回正副会長会議
＜協議事項＞
1	 平成29年度第3回理事会審議事項及び協議
事項の対応について

7日、8日
第3回理事会
＜審議事項＞
1	 平成30年春の叙勲及び褒章受章候補者の推
薦について

2	 第13回土地家屋調査士特別研修の実施につ
いて

＜協議事項＞
1	 土地家屋調査士と制度のグランドデザイン
（案）の取扱いと今後の進め方について

2	 平成29年度第1回全国会長会議の運営等に
ついて

3	 平成30年度予算（案）の編成について
4	 G空間EXPO2017での実施内容について

第3回理事会業務監査

14日
第2回特別研修運営委員会
＜協議事項＞
1	 今期における委員の役割分担について
2	 第13回土地家屋調査士特別研修について
3	 第14回土地家屋調査士特別研修について
4	 平成30年度特別研修運営委員会事業計画
（案）について



「地
ち し き

識くん」
広報キャラクター

4 資格者が、プロフェッショナルであることを自ら
証明していかなければならない時代の中、ADR認

定土地家屋調査士であることは、社会に対してPRする
有効な手段となります。

5 ADR代理関係業務の代理人としてのみならず、通常
の業務にも求められる高度な倫理観の習得ができます。

6 共同受任する弁護士とのコラボレイトに必要なス
キルを磨きます。

1 ADR認定土地家屋調査士は、一般業務においても、
将来の紛争予防を見据えた業務ができる土地家屋

調査士として、社会的評価を受けています。

2 社会がますます高度化され、複雑化する中で、土
地家屋調査士の通常業務である境界立会いなどに

おいて必要となる民法や民事訴訟法等の基礎的な法律知
識を習得できます。

3 45時間の集中研修で、法律知識の更なるスキル
アップが図れます。

「土地の筆界が現地において明らかでな
いことを原因とする民事に関する紛争」に
おいて、土地家屋調査士が「民間紛争解決
手続（以下「ADR」という。）」の代理関
係業務を行うためには、高度な倫理観、専
門知識、素養が求められ、「信頼性の高い
能力担保」を講じることが代理権付与の条
件となっています。その能力担保のための
措置が、「土地家屋調査士特別研修」です。
日本土地家屋調査士会連合会では、土
地家屋調査士法第3条第2項第1号に定
める研修として、これまで特別研修を12
回実施してきました。その結果、多くの土
地家屋調査士が特別研修を修了し、法務
大臣の認定を受けてADR代理関係業務に
おいて、また、ADR手続実施者としても
活躍しています。連合会といたしまして
は、複雑化、高度化する社会のニーズに
対応できる土地家屋調査士であるために、
引き続き特別研修を実施してまいります。

私たち土地家屋調査士は、65年を越える制度の歴史の中で大きな転換点を迎えています。
その一つがADR代理関係業務です。この新しい領域に踏み込むことは、新たな土地家屋調査士像を構築し、これ

までになかった業務の扉を開くことにもつながります。特別研修の受講は、時代に即応した土地家屋調査士へのアッ
プグレードの絶好のチャンスです。皆様の積極的な受講をお願いします。

土地家屋調査士になろう！
ADR法務大臣認定
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？
目　　　的
土地家屋調査士が、土地家屋調査士法第3条第2項第2号による法務大臣の認定を受けて、同条
第1項第7号及び第8号に規定する業務（民間紛争解決手続代理関係業務）を行うために必要な
能力を取得することを目的としています。

受講対象者
土地家屋調査士会員（会員）及び土地家屋調査士法第4条に定める土地家屋調査士となる資格を
有する者（有資格者）です。

受　講　料
新規受講の受講料は、会員は8万円、有資格者は10万円になります。
※過去の新規受講において法務大臣の認定を受けることができなかった場合、再考査制度や再受
講制度（受講料2～4万円）を適用し、安価に受検・受講が可能です（一定の条件があります。）。

カリキュラム
土地家屋調査士法施行規則第9条第1号から第3号までに定める基準（民間紛争解決手続におけ
る「①主張立証活動」「②代理人としての倫理」「③同代理関係業務を行うのに必要な事項」）に
基づき、基礎研修から総合講義まで合計45時間の研修を行い、最後に考査（テスト）があります。
1　基 礎 研 修（17時間）：基礎的な視聴研修（DVD視聴）
第13回土地家屋調査士特別研修の講義は下記のとおり。
憲 法：毛利透講師／京都大学大学院教授	 ADR代理と専門家責任：久保英幸講師／弁護士
民 法：山野目章夫講師／早稲田大学大学院教授	 所有権紛争と民事訴訟：鈴木秀彦講師／弁護士
民事訴訟法：山本和彦講師／一橋大学大学院教授	 筆界確定訴訟の実務：永谷典雄講師／東京地方裁判所判事

2　グループ研修（15時間以上）：少数人数のグループで討論した上で課題を作成
3　集 合 研 修（10時間）：グループ研修で作成した課題に対する弁護士の解説等の講義
4　総 合 講 義（	 3時間）：弁護士による倫理を主体とした講義
5　考 査：代理人として必要な法律知識の習得を確認（テスト）

特別研修とは

第13回特別研修の日程
1　基 礎 研 修：平成30年2月9日（金）から11日（日）
2　グループ研修：平成30年2月12日（月）から3月15日（木）
3　集 合 研 修：平成30年3月16日（金）、17日（土）
4　総 合 講 義：平成30年3月18日（日）
5　考 査：平成30年3月31日（土）
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特別研修の受講体験者の声

岡山会　佐藤勝政会員（第10回特別研修受講・平成26年度）
私は土地家屋調査士会に登録した翌年、土地家屋調査士特別研修を受講しました。入会の面接時に会長から特別研修受講
のお誘いを受け、研修日程が始まるのを待ちかねていたという感じです。前提となる知識・経験が乏しいがゆえに、ADR
認定土地家屋調査士の資格を取ることは、スキルアップとして当然という認識でした。
研修の流れは、まず基礎研修という名のDVD視聴による受講です。ここは基本的に「辛抱」ですが、特に民事訴訟法は
集中が必要です。後のグループ研修・討論のベースとなりますので。次のグループ研修で、課題について答弁書等を起案し
ます。我々のグループは全員が登録後1年ほどの若輩者でしたが、それでも様々な意見・見方が飛び交い、一通の起案書に
まとめ上げるのは大変でした。最後に、中国ブロック5県の受講者が広島に集合し、弁護士の先生による解説と各グループ
の意見発表及び討論となります。グループ内部では思い付きもしなかった意見が提出されたり、弁護士の先生の調停・訴訟
におけるテクニックの一端が伺えたりと非常に有意義な三日間でした。全体として、費用対効果の高い、良く考えられた研
修課程だと考えます。また、最終考査は気を引き締めて受けないと普通に不合格となり得る難しい試験ですし、制度趣旨か
ら考えてそうあるべきだと思います。
筆界特定・ADR・裁判の各制度の沿革・適用事例、また筆界と所有権界の違いを明確にイメージしておくことは、日常
業務における関係者への説明に説得力を持たせる上で極めて有効であると、実務経験を積むにつれ感じています。まだ受講
されていない方は是非ご検討ください。

埼玉会　大谷和孝会員（第10回特別研修受講・平成26年度）
私が土地家屋調査士特別研修を受講したのは、土地家屋調査士の登録をしたばかりで、時間に余裕がある
今のうちに、取得できる資格は取っておこうと思ったからです。
第10回ということもあり、一緒に受講した方々も、土地家屋調査士試験に合格して、その流れで受講している人が多かっ
たです。同時期に登録した他支部の土地家屋調査士と知り合い、境界について討論できたことは大変良い経験になりました。
私の周りには受講済みの先輩方が多くいましたので、感想や試験の難しさを尋ねると、「簡単だったよ。まず、落ちない。」
という人から、「ちゃんと勉強しないと受からないよ。」という人まで様々でした。
受講してみて感じたことは、この資格は、試験に向かう姿勢、考え方で難易度が変わるということです。
過去問を解いて、パターンを分析し、解答するのであれば、確かに土地家屋調査士試験に比べれば難しくないかもしれません。
しかし、この問題を自分が受けた仕事として向き合うと、格段に難易度が上がるのです。
自分のお客様と相手の意見。法に準ずることは当然ですが、それをどう解釈するか。その中でどちらにも納得していただ
き、かつ、その後にも問題を残さないためには？いろいろなパターンが考えられ、急に解答するのが難しくなるのです。そ
のため、グループでの討論も深くなり、私が見落としていたことをメンバーが気付かせてくれたこともありました。面倒に
感じがちな、グループ研修が楽しかったことを憶えています。
ADR認定土地家屋調査士に、少しでも興味があり、二の足を踏んでいるのであれば、自分の幅を広げる機会として受講
をお勧めします。
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登録者は次のとおりです。

平成29年 8月 1日付
愛知	 2939	勝尾　幸仁	 愛知	 2940	由谷　　努
岐阜	 1285	髙橋　紘平	 岐阜	 1286	矢﨑　修二
岩手	 1157	平野　貴行
平成29年 8月10日付
東京	 8010	飯田　基寛	 埼玉	 2651	山下由利子
札幌	 1199	中橋　誠一
平成29年 8月21日付
栃木	 936	中山　和也	 岐阜	 1287	林田　丈祐
札幌	 1200	浜地　宏一

土地家屋調査士名簿の登録関係

土地家屋調査士名簿の登録関係

登録取消し者は次のとおりです。

平成29年 6月19日付	 東京	 2199	福永　兼義
平成29年 6月27日付	 群馬	 547	須永　重紀
平成29年 7月 4日付	 札幌	 863	西村　秀樹
平成29年 7月11日付
栃木	 439	高橋　　健	 兵庫	 429	森口　久忠
平成29年 7月14日付	 茨城	 832	宇梶　利行
平成29年 8月 1日付
東京	 7627	大谷　　剛	 埼玉	 1781	靍林　恒憲
大阪	 2289	伊藤　康一	 京都	 879	大矢　好樹
石川	 517	吉倉　修一	 富山	 142	八嶋健太郎
岡山	 910	頓宮　利夫
平成29年 8月10日付
栃木	 591	高橋貞二郎	 群馬	 724	相澤　峰司
兵庫	 668	伊崎　　保	 奈良	 173	中谷　泰丈
愛知	 1415	角谷　孝治	 宮城	 587	亀山　　賢
宮城	 1011	佐々木宏明	 福島	 764	鈴木　　亨

ADR 認定土地家屋調査士登録者は
次のとおりです。

平成29年 8月 1日付	 愛知	 2939	勝尾　幸仁
平成29年 8月10日付	 静岡	 1740	塩川　哲也
平成29年 8月21日付	 栃木	 936	中山　和也
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GPS測量機器総合保険（動産総合保険）のご案内
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国民年金基金から

国民年金基金から

「国民年金基金を掛けていてよかった！」
長野会　　松本　誠吾

も続けられている。また本会で
は49歳で歴史的資料収集委員を
拝命、日常から過去への想像は
癒やされる時間となった。今はそ
のご縁から会長を拝命している。
年金は60歳で支払いを終え、

61歳から国民年金の繰上げ受給
を始めた。2か月に一度入る年金
は医療保険付き生命保険で全額
飛んでいくが、年金で賄えるよう
になったので正に保険に思える。
若いときから保険を始める

のは最善であるが、気が付いた
ときから私のように始めても遅
くはない。冒頭「よかった！と分る歳になった」と申し
上げた。必ず何かの足しになる。ある日突然、我が身
に想定外の人生が降りかかる。考えるチャンスである。
一滴ずつ落ちていた水も還暦を迎える頃、気付けばコッ
プ一杯呑めるくらいにはなっていた。
日本土地家屋調査士会連合会の共済制度は、会員

ファーストで我々は恵まれていると感じる。国民年金基金
は正に会員のメリットを優先し、会員を守るため日本土地
家屋調査士会連合会がここまで築き上げてくれた制度で
あるが、充分活用されていないことは勿体なく残念に思う。
公務員、会社員の良い所は、退職後を考えた公平な

システムが完成されていることだ。我々自営業者であっ
ても、国民年金基金を若いときから始められれば同等
以上にもなれる。自営業はシステムを自ら築いていく
ことも自営と呼ばれる所以であろう。
休みの無いステージで海外活動は無くなったが、そ

の代わり地元に根を張る土地家屋調査士人生を得るこ
とができた。昨年、思いもよらず転げ、肩を生まれて
初めて骨折した。鏡を覗き込んで「若くなれ」と言って
やった。年齢とともにたくさんのものが次々と削がれ
奪われていくが、残されるものを大切にしていきたい。
半年間のリハビリで漸く弓が引けるようになり、6月

のクラブ大会は完射できた。歴史的資料収集と史跡巡
り、そして未練ある海外へ女房と旅に出かけたい。
あと2年先には本格的年金受給者となるが、見込み

ある金額が保障されていることは、心のゆとりと支え
になり有り難いことである。

よかった！と分る歳になった。若い頃は生活なんて何と
かなると暢気に構えていた頃があった。しかし、人生は次
から次とステージを変え、身体も傷み、体力も衰えてくる。
この原稿依頼が無ければ「そんな時代もあったよね」だけで
あろうが、国民年金基金の加入率を聞いたところ、まだ掛
けていない方が多々居られるとのこと、未加入の皆様に加
入効果の有り難みを、多少なり参考になれば幸いである。
大学卒業後、測量設計事務所で休日返上での会社勤

め、3年後、自分の存在を確かめたいと思い、昭和56年
26歳で青年海外協力隊に参加した。29歳で帰国、復職
し結婚。海外活動にも未練があったが、同じ職場で先
に土地家屋調査士で独立開業し、仕事と趣味の時間を
自由に作っている先輩の姿に憧れ、独立心が芽生えた。
平成2年36歳のとき合格し翌年に開業。既に子供が3

人になり、皆様からの支援のおかげで仕事にも恵まれ、
半徹で働きつつもその分、家族旅行もできるようになっ
ていた。ただ、社会保険当時は当たり前だった定期検診が、
開業後国民健康保険になったことにより、近所の公民館
で行われる簡易検診は違和感があったことを覚えている。
国民年金基金に加入したのは、平成10年43歳の時で

ある。20 ～ 30代はいくら飲もうが、徹夜で仕事をしよ
うが平気だったので病気や老後保障のことは考えたこ
とがなかったが、久々の海外旅行での爆食い。帰路の
飛行機の中で痛風を発症した。
話しても同情されず、捻挫したと皆には答えたが、

松葉杖、車いすを初めて使った。経験したことのない
痛みと医者の脅かしが効いて、国民年金基金に加入し、
生命保険の追加も行った。男の厄年を風説と思ってい
たが、奇しくも手続きまもなくお袋が心不全で倒れた。
その数年後、勧められ小規模企業共済にも加入した。
我が家は私の両親と同居で、独立開業後の生活、子育

てに非常に助けられてきたが一転、お袋の長期入退院か
ら介護が始まり、平成16年に他界した。同年おやじも看
病がたたり、脳梗塞で同時入院、要介護者となり10年
後に他界した。思えば43歳以降は、病院通いの日々が日
常となり、女房と共に家を空けることは無くなっていた。
50歳から女房とアーチェリー（高齢者でもできるコン

パウンドという種目）を始めた。自宅の近くに射場がある
こと、二人共通の趣味で行えること、自由な時間にいつで
もできること、似たような環境の友、障害のある身体で頑
張っている友に出会えたこともあって、三日坊主の私が今
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迎
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」と「
虫
し
ぐ
れ
」と
の
微

妙
な
距
離
感
が
妙
。
秋
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夜
の
哀

愁
の
あ
る
風
情
を
適
格
に
詠
み
と
っ
た
と
こ
ろ
が
素

晴
ら
し
い
一
句
で
あ
る
。
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土地家屋調査士の本棚

土地家屋調査士の本棚

住宅セーフティネット法制研究会　編

平成29年改正
住宅セーフティネット法の解説Q＆A

内 容
平成29年4月に、「住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律（通称：

住宅セーフティネット法）」が大きく改正され、高齢者、低額所得者、子育て世帯などの住
宅確保要配慮者にとって安心して暮らせる住宅を確保しやすくするための制度が創設され
ました。
本書では、賃貸住宅の登録制度や、補助制度などの新たな制度の概要をはじめ、制度

を運用する上でのポイントをQ＆A方式でわかりやすく解説しています。

　　　　　　　　　　　　申 込 方 法　　　　　　　　　　　　
電話またはファクシミリにてお買い求めください

書籍等申込先宛先：電話：03-6892-6585（直通）FAX：0120-953-495
発 行 ・ 販 売：〒136-8575 東京都江東区新木場1-18-11
 株式会社ぎょうせい
 担当：出版営業部　浅野
 URL　https://gyosei.jp
 電話：03-6892-6585（直通）FAX：0120-953-495

　　　　　　　　　　　　申 込 方 法　　　　　　　　　　　　
電話またはファクシミリにてお買い求めください

書籍等申込先宛先：電話：03-6892-6585（直通）FAX：0120-953-495
発 行 ・ 販 売：〒136-8575 東京都江東区新木場1-18-11
 株式会社ぎょうせい
 担当：出版営業部　浅野
 URL　https://gyosei.jp
 電話：03-6892-6585（直通）FAX：0120-953-495

第二東京弁護士会 住宅紛争審査会運営委員会　編著

改正民法・品確法対応
Q＆A住宅紛争解決ハンドブック

内 容
本書は先の通常国会で成立した民法（債権関係）、それに伴う品確法、住宅瑕疵担保履

行法等の改正を踏まえた住宅紛争問題について、具体的事例を交えたQ＆A形式でわかり
やすく解説しています。今回の改正では、瑕疵担保責任や欠陥があった場合の損害賠償請
求債権の時効など、大きな影響があります。
事例は「新築売買」や「リフォーム」といった類型別に構成されており、約60の事例をも

とに解決方法を分かりやすく解説しています。

A5判　170ページ
定価（税込）2,160円
割引価格（税込）1,944円
送料　300円
※2部以上の注文に限り、

送料サービス
発刊元：株式会社ぎょうせい
発行日：平成29年8月25日

A5判　295ページ
定価（税込）3,996円
割引価格（税込）3,596円
送料サービス
発刊元：株式会社ぎょうせい
発刊日：平成29年9月10日
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土地家屋調査士新人研修開催公告
平成 29 年度土地家屋調査士新人研修を下記のとおり開催いたします。

土地家屋調査士新人研修開催公告
近畿ブロック協議会

近畿ブロック協議会
記

開 催 日 時 平成30年1月20日（土）午前10時 開始
平成30年1月21日（日）午後5時 終了

開 催 場 所 大阪府大阪市住之江区南港北1－7－50
「ホテルコスモスクエア国際交流センター」
電話 06－6614－8711

申 込 先 所属する土地家屋調査士会事務局
受講対象者 開催日において登録後1年に満たない会員及び未受講の会員

なお、上記以外にも受講を認める場合がありますので、申込先
までお問い合わせください。

「準備をしておこう。チャンスはいつか訪れるものだ。」
～エイブラハム・リンカーン～
6月に開催された第74回定時総会をもって就任い
たしました、会長、副会長、理事並びに監事の就任
挨拶を3か月にわたり掲載いたしました。「平成29
年度事業方針大綱」でお示ししましたとおり、土地
家屋調査士制度の更なる充実・発展を目指すととも
に、顕在化する「被成年後見人所有の土地」、「空き
家」、「所有者不明の土地」、「管理放棄された土地」
等の社会問題、また将来起こり得る自然災害等に対
し、迅速・的確・適正に対応できるよう取り組んで
まいります。リンカーンは、将来訪れるであろうチャ
ンスを待っていたのではなく、自らチャンスを掴み
にいったのだと考えます。不動産の表示に関する登
記の専門家であるとともに、社会的諸問題解決の一
翼を担う資格者として、国民の皆さまからの揺るぎ
ない信用・信頼へつながるよう、役員33名をはじめ、

編 集 後 記
24の委員会・PT（プロジェクトチーム）のメンバー、
事務局職員20名で邁進してまいります。改めまし
て、よろしくお願いいたします。
「事務所運営に必要な知識」では、本年5月30日
から全面施行された「改正個人情報保護法」について
お届けいたしました。法改正により、土地家屋調査
士の事務所を含む全ての事業者が対象となっていま
す。普段から個人情報と向き合っていますが、あま
り深く考えていなかったこともあるかもしれませ
ん。この機会に、皆さまの事務所で取り扱っている
個人情報への対応についてご一考いただければと思
います。
秋の気配がますます深まり、温かい食べ物が恋し

くなる季節となりました。心も体も暖めて、一日一日
を大切に過ごしてきたいですね。お酒はほどほどに。

	 広報部次長　山口賢一（長崎会）

〒101-0061東京都千代田区三崎町一丁目2番10号	土地家屋調査士会館
電話：03-3292-0050			FAX：03-3292-0059

 

	
	
	

岡田　潤一郎

編集後記


